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801年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ｵﾏｰﾝ(元首)ｲﾏｰﾑ:ｱﾙ=ﾜﾘｽ･ﾋﾞﾝ･ｶｰﾌﾞ
801年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾍﾞﾗ1世｣ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯ｷﾞﾖｰﾑの子/ｼﾞﾛｰﾅ伯､ﾊﾞｻﾞﾙｰ伯､ｳｿﾞｰﾅ伯､ﾗｾﾞｰ
  ｽとｺﾝﾌﾗﾝ伯(~820年)
801年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｱﾝﾃｨﾏｽ｣(~818年)
801年1月18日-08:00|中国|  ||唐･貞元17年|磨些蛮千余戸が韋皋に降伏
801年3月30日-08:00|中国|  ||唐･貞元17年2月13日|韋?が吐蕃と鹿危山で戦い､これを破った
801年3月31日-09:00|日本|  ||延暦20年2月14日|坂上田村麻呂が蝦夷征討を開始
801年6月15日-08:00|中国|  ||唐･貞元17年5月1日|朔､日食があった
801年7月19日-08:00|中国|  ||唐･貞元17年6月5日|寧州軍が乱を起こし､その刺史の劉南金を殺した
801年7月25日-09:00|日本|  ||延暦20年6月12日|隼人番上の制を廃止
801年8月30日-08:00|中国|  ||唐･貞元17年7月18日|吐蕃が塩州を寇した
801年9月10日-08:00|中国|  ||唐･貞元17年7月29日|吐蕃が麟州を陥落させ､刺史の郭鋒がここに死んだ
801年10月26日-08:00|中国|  ||唐･貞元17年9月16日|韋?が吐蕃を雅州で破り､木波城を落とした
801年11月10日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･哀荘王3年8月|新羅が耽羅国(済州島)からの朝貢を受けた
801年12月7日-09:00|日本|  ||延暦20年10月28日|坂上田村麻呂が征夷大将軍を返位
801年12月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｶｰﾙ大帝がｲｽﾗﾑ軍を破ってﾊﾞﾙｾﾛﾅを征服
802年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ｼﾞｬﾔｰｳﾞｧﾙﾏﾝ2世(ﾁｪｲｳﾞｧﾙﾏﾝ2世｣真臘を統一(~850年死去)
802年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ｸﾛｱﾁｱ公｢ｳﾞｨｼｪｽﾗﾌ｣
802年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ公｢ﾎﾞﾙﾅ｣(~821年､死去)
802年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｳﾞｫﾙﾑｽ帝国議会でｻﾞｸｾﾝ法が発布
802年-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ|  |||ﾅｲｼﾞｪﾘｱ南東部で鉄の加工が開始される
802年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｪｾｯｸｽ王｢ﾍﾞｵﾙｰﾄﾘｯﾁ｣
802年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｳｪｾｯｸｽ王｢ｴｸﾞﾊﾞｰﾄ･Ealhmundes sunu｣(~08390204死去)
802年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｪｾｯｸｽはﾏｰｼｱから独立
802年2月6日-08:00|中国|  ||唐･貞元18年|<復位>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ﾃｨﾃﾞ･ｿﾝﾂｪﾝ(赤徳松賛)｣(~815年死去)
802年2月14日-09:00|日本|岩手県奥州市|延暦21年1月9日|坂上田村麻呂が胆沢城を築き､鎮守府を移管
802年5月19日-09:00|日本|  ||延暦21年4月15日|胆沢の夷首大墓公阿弖流為ら配下500人余りを率いて降伏
802年6月22日-09:00|日本|  ||延暦21年5月19日|富士山噴火で陥没した足利路のかわりに箱根路が開通
802年7月15日-09:00|日本|京都府京都市|延暦21年6月12日|京都左京大火/左京百姓宅42烟焼失
802年9月1日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･哀荘王3年8月|新羅､海印寺を創建
802年9月13日-09:00|日本|大阪府枚方市|延暦21年8月13日|阿弖流為と副首領の母礼が河内の杜山で斬刑に処せ
  られる
802年10月31日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国(ｲｻｳﾘｱ朝)皇帝｢ﾆｹﾌｫﾛｽ1世｣(~08110726死去)
802年10月31日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<廃位>東ﾛｰﾏ帝国(ｲｻｳﾘｱ朝)皇帝｢ｴｲﾚｰﾈｰ･ｱﾃﾅｲｱ｣税務長官ﾆｹﾌｫﾛｽ1世のｸｰﾃﾞﾀｰに
  より
802年12月29日-08:00|中国|  ||唐･貞元18年12月|環王が驩･愛の二州を陷した
803年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ﾊﾘｳﾞｧﾙﾏﾝ1世(~817年)
803年-07:00|ﾀｲ|  |||ﾒﾅﾑ川下流のﾓﾝ族のﾄﾞｳﾞｧｰﾗﾊﾞﾃｨ王国が滅亡
803年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第39代ｱﾐｰﾙ:ｱﾌﾏﾄﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ｲｽﾏｲﾙ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾘ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾌﾞﾀﾞﾗ ｱﾙｱﾊﾞｼ~
  805解任)
803年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ﾓﾙﾀﾞﾋﾞｱはﾌﾞﾙｶﾞﾘｱの一部(~900年以降)
803年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｱﾝﾄﾞﾗはﾌﾗﾝｸ王国の一部
803年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾈｺｰﾙ王国ｽﾙﾀｰﾝ｢Salih2世｣(~864年)
803年1月-03:00|ｲﾗｸ|  |||ｱｯﾊﾞｰｽ朝の第5代ｶﾘﾌのﾊｰﾙｰﾝがﾊﾞﾙﾏｸ家を弾圧
803年3月14日-08:00|中国|  ||唐･貞元19年2月18日|安南の将の王季元がその経略使の裴泰を追放したので､兵
  馬使の趙均がこれを破った
803年4月1日-09:00|日本|岩手県盛岡市|延暦22年3月6日|坂上田村麻呂に斯波城を築城させる
803年5月31日-09:00|日本|  ||延暦22年5月8日|足柄路を復旧し筥荷路を廃す
803年7月22日-09:00|日本/韓国|  ||新羅･哀荘王4年;延暦22年7月|日本と国交を開き通好
803年8月9日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>前東ﾛｰﾏ帝国(ｲｻｳﾘｱ朝)皇帝ｴｲﾚｰﾈｰ｢ｱﾃﾅｲｱ｣ｲｻｳﾘｱ朝の血統断絶
803年11月20日-08:00|中国|  ||唐･貞元19年閏10月3日|塩州の将の李庭俊がそむき､処刑された
804年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第9代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｵﾍﾞﾚﾘｵ･ｱﾝﾃﾉﾚｵ｣(~810年)
804年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｸﾞﾄﾞﾌﾚｯﾄﾞ｣(~810年夏死去)
804年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｶｰﾙ大帝がｻﾞｸｾﾝへ最後の遠征､ｻﾞｸｾﾝがﾌﾗﾝｸに完全服属
804年2月15日-09:00|日本|長崎県壱岐市|延暦23年|壱岐島に配した大宰府管内6国の防人20人を廃止
804年2月15日-08:00|中国|  ||唐･貞元20年|<死去>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ﾑﾙｸ･ﾂｪﾝﾎﾟ(牟如賛普)｣
804年3月13日-09:00|日本|  ||延暦23年1月28日|坂上田村麻呂が征夷大将軍に再任
804年5月11日-09:00|日本|  ||延暦23年3月28日|最澄と空海が遣唐使として入唐
804年8月14日-09:00|日本/中国|  ||延暦23年7月6日|第16次遣唐使派遣/藤原葛野麿､石川道益/往路､第三､四船
  遭難
804年9月17日-09:00|日本|京都府京都市|延暦23年8月10日|暴風雨により神泉苑左右閣､京中民家多く倒れる
804年10月24日-09:00|日本/韓国|  ||延暦23年9月18日|桓武天皇が､兵部少丞･正六位上の大伴の宿禰岑万里を､
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  新羅国に派遣
804年12月6日-09:00|日本|秋田県|延暦23年11月|秋田城のもとに秋田郡が置かれ､城司が民衆を直接支配する城
  制から､郡司を介して支配する郡制に移行
804年12月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｷﾞﾖｰﾑとその家族によって､ｻﾝ=ｷﾞﾚﾑ=ﾙ=ﾃﾞｾﾞｰﾙ修道院が設立
805年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟﾗﾃｨｰﾊｰﾗ朝国王｢ﾅｰｶﾞﾊﾟﾀ2世｣(~833年)
805年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｼﾞｬｽﾀﾆｽ朝国王｢Marzuban of Daylam｣(~855年)
805年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第40代ｱﾐｰﾙ:ｱﾌﾞﾀﾞﾗ･ｲﾋﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙｱﾊﾞｼ(~806解任)
805年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||ｶｰﾙ大帝がｽﾗﾌﾞ人に対する東方辺境地帯(ﾘﾒｽｿﾙﾋﾞｸｽ)を設置
805年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Selbach mac Eoghain｣
805年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Conall mac Taidhc｣(~807年死去)
805年2月3日-09:00|日本|  ||延暦24年|この年最澄天台宗を開く
805年2月3日-08:00|中国|  ||唐･貞元21年|<死去>回鶻可汗国第7代可汗｢懐信可汗(骨咄禄)ﾃﾝｸﾞﾘﾃﾞ･ｳﾙｸﾞ･ﾎﾞﾙﾐｼ
  ｭ･ｱﾙﾌﾟ･ｸﾄｩﾙｸﾞ･ｷｭﾘｭｸﾞ･ﾋﾞﾙｹﾞ･ｶｶﾞﾝ｣
805年2月3日-08:00|中国|  ||唐･貞元21年|<即位>回鶻可汗国第8代可汗｢滕里野合倶録毘伽可汗(不明)ﾃﾝｸﾞﾘﾃﾞ･
  ｱﾙﾌﾟ･ｷｭﾘｭｸﾞ･ﾋﾞﾙｹﾞ･ｶｶﾞﾝ｣(~元和3年(808年)5月)
805年2月3日-09:00|日本|  ||延暦24年1月|未刻､大星隕
805年2月16日-09:00|日本|兵庫県淡路市|延暦24年1月14日|桓武天皇が淡路国に勅使を派遣して崇道天皇(早良
  親王)の為に七堂伽藍(常隆寺)を建立
805年2月25日-08:00|中国|  ||唐･貞元21年1月23日|<死去>唐第12代皇帝｢徳宗李ﾖ｣会寧殿で崩御(64)
805年2月28日-08:00|中国|  ||唐･貞元21年1月26日|<即位>唐第13代皇帝｢順宗李誦｣(~8月31日)
805年7月30日-09:00|日本|  ||延暦24年7月1日|遣唐大使藤原葛野麻呂帰国
805年8月12日-09:00|日本|  ||延暦24年7月14日|最澄が唐から帰国
805年8月28日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･哀荘王6年8月|律令の施行細則である公式二十余条を頒布
805年8月31日-08:00|中国|  ||唐･永貞1年8月4日|<退位>唐第13代皇帝｢順宗李誦｣
805年9月1日-08:00|中国|  ||唐･永貞1年8月5日|唐､永貞(-12月)と改元
805年9月5日-08:00|中国|  ||唐･永貞1年8月9日|<即位>唐第14代皇帝｢憲宗李純｣(~元和15年1月27日(820年2月1
  4日)死去)
805年11月13日-09:00|日本|京都府京都市東山区|延暦24年10月19日|坂上田村麻呂が桓武天皇の御願寺として朝
  廷から寺領を賜り,京都清水寺の本格的な伽藍造営を始める
805年11月28日-08:00|中国|  ||唐･永貞1年11月4日|夏綏銀節度留後の楊恵琳がそむいた
805年12月6日-09:00|日本|  ||延暦24年11月12日|<死去>壱志濃王(73/天智天皇の孫である湯原王の第二子)
806年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗ朝国王｢ﾃﾞｰｳﾞｧﾊﾟｰﾗ｣(~845年)
806年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｲﾗｸ|  |||ｻﾏﾙｶﾝﾄﾞでﾗｰﾌｨｰがｱｯﾊﾞｰｽ朝に対して反乱
806年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||ｱｯﾊﾞｰｽ朝がﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝに遠征､ﾍﾗｸﾚｱとﾃｨｱﾅを占領
806年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第41代ｱﾐｰﾙ:ｱﾙﾌｾｲﾝ･ｲﾋﾞﾝ･ｼﾞｬﾐﾙ(~808解任)
806年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ﾍﾞｺﾞﾝ｣ﾊﾟﾘ伯､ｱｳｽﾄﾗｼｱ宮宰ｶｰﾙﾏﾝの外孫(~8161028死去)
806年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ｸﾞﾘﾓｱﾙﾄﾞ4世｣(~817年)
806年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||ﾉﾙﾏﾝ人がﾉｰｱと呼ぶ海賊船の建造に成功し､活動を活発化
806年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Alfwald2世｣(~808年死去)
806年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<廃位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Eardwulf Eardwulfes sunu｣
806年1月24日-09:00|日本|東京都目黒区|延暦25年|大鳥神社創建
806年1月24日-09:00|日本|広島県尾道市|延暦25年|弘法大師空海､千光寺創建<真言宗系単立>
806年1月24日-09:00|日本|福岡県福岡市|延暦25年|弘法大師空海､唐より帰朝し､博多に東長寺を開く
806年1月24日-08:00|中国|  ||唐･元和1年|白居易(白楽天)が｢長恨歌｣を作る
806年1月25日-08:00|中国|  ||唐･元和1年1月2日|唐･憲宗が元和(-820年12月)と改元
806年2月11日-08:00|中国|  ||唐･元和1年1月19日|<死去>唐太上皇(第13代皇帝)｢順宗李誦｣群咸寧殿で崩じた(
  46)
806年2月11日-08:00|中国|  ||唐･元和1年1月19日|劉闢が梓州を陥落させ､李康を捕らえた
806年2月18日-09:00|日本|  ||延暦25年1月26日|最澄がもたらした天台宗が公認される
806年3月24日-09:00|日本/韓国|  ||延暦25年3月|日本が､新羅に使者を派遣
806年4月4日-08:00|中国|  ||唐･元和1年3月12日|高崇文が梓州を落とした
806年4月9日-09:00|日本|  ||延暦25年3月17日|<死去>第50代桓武天皇/70歳(誕生:天平9(737))
806年4月9日-09:00|日本|  ||延暦25年3月17日|<践祚>安殿親王/5月18日51代平城天皇として即位
806年5月15日-09:00|日本|  ||延暦25年4月24日|<死去>右大臣神王(70/二品･志貴皇子の孫､榎井王の子)
806年6月4日-09:00|日本|  ||延暦25年5月14日|六道観察使を置く
806年6月15日-09:00|日本|  ||大同1年5月18日|延暦から大同に改元
806年6月24日-08:00|中国|  ||唐･元和1年6月5日|高崇文が劉闢と鹿頭柵で戦い､これを破った
806年6月30日-08:00|中国|  ||唐･元和1年6月11日|厳礪がまた石碑谷で劉闢を破った
806年8月3日-09:00|日本|  ||大同1年閏6月16日|勘解由使廃止
806年9月8日-08:00|中国|  ||唐･元和1年7月22日|高崇文が劉闢と玄武で戦い､これを破った
806年10月7日-09:00|日本|  ||大同1年8月22日|空海が唐から帰国し､唐より持ち帰った文物を朝廷に提出して
  真言宗を伝える
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806年10月23日-09:00|日本|熊本県人吉市|大同1年9月9日|阿蘇神社神主･尾方権之助大神惟基が神託により阿蘇
  神社の祭神12柱のうち3柱の分霊を青井郷に祀り青井阿蘇神社創建
806年10月31日-08:00|中国|  ||唐･元和1年9月16日|厳礪が劉闢と神泉で戦い､これを破った
806年11月5日-08:00|中国|  ||唐･元和1年9月21日|高崇文が成都で勝利
807年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Mahinda2世(Silamegha)｣
807年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Dappula2世｣Mahinda2世の息子(~812年死去)
807年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ｵﾏｰﾝ(元首)ｲﾏｰﾑ:ｶﾞｯｻﾝ･ﾋﾞﾝ･ｱﾌﾞﾀﾞﾗｰ
807年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾝﾄ王｢Cuthraed Cuthberhtes sunu｣
807年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Conall mac Taidhc｣
807年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Coenwulf｣ﾏｰｼｱ王･東ｱﾝｸﾞﾘｱ王(~821年死去)
807年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Conall mac Aedain｣(~811年死去)
807年2月12日-09:00|日本|茨城県神栖市|大同2年|息栖神社創建<岐神･天鳥船神･住吉三神を祀る>
807年2月12日-09:00|日本|香川県善通寺市|大同2年|善通寺創建
807年2月12日-09:00|日本|静岡県伊豆市|大同2年|弘法大師,修禅寺創建<真言宗→曹洞宗>
807年2月12日-09:00|日本|静岡県伊豆市|大同2年|弘法大師が独鈷の湯発見【伊豆最古の温泉】
807年2月12日-09:00|日本|兵庫県朝来市|大同2年|生野銀山開坑
807年3月25日-09:00|日本|  ||大同2年2月13日|<完成>｢古語拾遺｣官人･斎部広成が編纂した平安時代の神道資
  料
807年3月27日-08:00|中国|  ||唐･元和2年2月15日|ﾖｳ管経略使の路恕が黄洞蛮を破り､その首領の黄承慶を捕ら
  えた
807年5月26日-09:00|日本|  ||大同2年4月16日|参議廃止/観察使を設置
807年6月1日-09:00|日本|  ||大同2年4月22日|近衛府を左近衛府に､中衛府を右近衛府に改める
807年6月25日-09:00|日本|  ||大同2年5月16日|諸国の采女の献上を廃止
807年9月20日-09:00|日本|  ||大同2年8月15日|十五条憲法を下す
807年11月4日-08:00|中国|  ||唐･元和2年10月|鎮海軍節度使の李錡がそむき､留後の王澹を殺した
807年11月18日-09:00|日本|  ||大同2年10月16日|内堅省をやめて大舎人寮に属させる
807年11月21日-09:00|日本|  ||大同2年10月19日|国司交替の年限を6年に改める
807年11月22日-08:00|中国|  ||唐･元和2年10月19日|鎮海軍兵馬使の張子良が李錡を捕らえた
807年11月30日-09:00|日本|  ||大同2年10月28日|藤原宗成が伊予親王に謀反を勧めたことが発覚(伊予親王は
  桓武天皇の皇子で平城天皇の弟)
807年12月1日-09:00|日本|  ||大同2年10月29日|謀叛に関わりありとして伊予親王逮捕
807年12月14日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|大同2年11月12日|伊予親王と母･藤原吉子､大和国川原寺で
  自害
807年12月15日-09:00|日本|  ||大同2年11月13日|藤原宗成ら､流罪
808年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ﾁｬｰﾙｷﾔ朝君主｢Vijayaditya2世｣(~847年)
808年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第42代ｱﾐｰﾙ:ﾏﾘｸ･ｲﾋﾞﾝ･ﾀﾞﾙﾊﾑ･ｱﾙｶﾙﾋﾞ(~808)
808年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾘｳｰﾘ公｢ｱｲｵ｣(~817年)
808年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞｲﾌｪﾄﾞ王｢ﾗｲﾝ･ｱﾌﾟ･ﾏﾚﾃﾞｨｯﾄﾞ｣
808年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Alfwald2世｣
808年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾎﾟｲｽ王｢Cadell ap Brochfael｣
808年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞｲﾌｪﾄﾞ王｢Triffyn ap Rhein｣(~810年)
808年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞｨﾍﾞﾄﾞ王｢Owain ap Maredudd｣(~811年死去)
808年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Eardwulf Eardwulfes sunu｣(2期目~814年死去)
808年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾎﾟｲｽ王｢ｼﾝｹﾞﾝ･ｱﾌﾟ･ｶﾃﾞﾙ｣(~855年死去)
808年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｲｽﾗﾑ教徒のﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ支配(868年からは南部のみ~1189年)
808年1月31日-09:00|日本|  ||大同3年|日本で疫病が大流行し人口が半減状態となる
808年1月31日-09:00|日本|東京都目黒区|大同3年|慈覚大師円仁,目黒不動尊(瀧泉寺)創建<天台法華円宗>
808年1月31日-09:00|日本|山梨県甲府市|大同3年|弘法大師,塩澤寺開山
808年1月31日-08:00|中国|  ||南詔･元封15年|<死去>南詔王｢異牟尋｣
808年1月31日-08:00|中国|  ||南詔･元封15年|<即位>南詔王｢尋閣勧｣(~809年)
808年3月1日-09:00|日本/韓国|  ||大同3年2月|日本が､新羅に使者を派遣
808年3月4日-09:00|日本|  ||大同3年2月4日|紀伝博士設置
808年5月29日-08:00|中国|  ||唐･元和3年5月|<死去>回鶻可汗国第8代可汗｢滕里野合倶録毘伽可汗(不明)ﾃﾝｸﾞﾘ
  ﾃﾞ･ｱﾙﾌﾟ･ｷｭﾘｭｸﾞ･ﾋﾞﾙｹﾞ･ｶｶﾞﾝ｣
808年5月29日-08:00|中国|  ||唐･元和3年5月|<即位>回鶻可汗国第9代可汗｢保義可汗(不明)ｱｲ･ﾃﾝｸﾞﾘﾃﾞ･ｸﾄ･ﾎﾞﾙ
  ﾐｼｭ･ｱﾙﾌﾟ･ﾋﾞﾙｹﾞ･ｶｶﾞﾝ｣(~長慶元年(821年)2月)
808年6月11日-09:00|日本|福岡県|大同3年5月14日|筑前の国司を置く
808年6月27日-09:00|日本|千葉県千葉市稲毛区|大同3年5月30日|稲毛浅間神社創建
808年6月28日-09:00|日本|  ||大同3年6月|<任命>鎮守府将軍｢百済王教俊｣(~不詳)
808年7月27日-08:00|中国|  ||唐･元和3年7月1日|朔､日食があった
808年8月17日-09:00|日本|  ||大同3年7月22日|左右衛門府を廃止/左右衛士府に合併
808年8月25日-09:00|日本|  ||大同3年8月1日|太政官に少納言を置く
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808年10月30日-09:00|日本|京都府京都市|大同3年|左衛士坊の失火､民家180戸焼失
808年12月25日-09:00|日本|  ||大同3年12月5日|隼人司を兵部省に属させる
809年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｶﾘｳﾞｧﾝﾄﾞ王朝君主｢Vindadhhurmuzd｣
809年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第43代ｱﾐｰﾙ:ｱﾙﾊｯｻﾝ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙﾀｸﾀｸ(~809解任)
809年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾗｺﾞﾝ伯｢ｱｽﾅｰﾙ･ｶﾞﾘﾝﾄﾞ1世｣ｲﾍﾞﾘｱ半島のｻﾗｺﾞｻで創始(~820年)
809年1月20日-09:00|日本|  ||大同4年|この頃｢万葉集｣完成
809年1月20日-09:00|日本|神奈川県横浜市南区|大同4年|弘法大師,弘明寺創建<高野山真言宗>
809年1月20日-08:00|中国|  ||南詔･応道1年|<死去>南詔王｢尋閣勧｣
809年1月20日-08:00|中国|  ||渤海･正暦15年|<死去>渤海国王｢康王大嵩ﾘﾝ｣
809年1月20日-08:00|中国|  ||南詔･応道1年|<即位>南詔王｢勧竜晟｣(~816年)
809年1月20日-08:00|中国|  ||渤海･正暦15年|<即位>渤海国王｢定王大元瑜｣(~永徳3年(812年)死去)
809年1月20日-08:00|中国|  ||南詔･応道1年|南詔の尋閣勧が応道と改元
809年2月4日-09:00|日本|  ||大同4年1月16日|<任命>鎮守府将軍｢佐伯耳麻呂｣(~不詳)
809年3月24日-03:00|ｲﾗｸ|  ||旧暦2月5日|<死去>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第5代ｶﾘﾌ｢ﾊｰﾙｰﾝ･ｱｯ=ﾗｼｰﾄﾞ｣ｻﾏﾙｶﾝﾄﾞの反乱
  の鎮圧に向かう途中､ﾄｩｰｽで/43歳(誕生763年)
809年3月24日-03:00|ｲﾗｸ|  ||旧暦2月5日|<即位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第6代ｶﾘﾌ｢ｱﾐｰﾝ｣(~08130927殺害される)
809年5月8日-09:00|日本|  ||大同4年3月21日|雅楽寮雅楽師を定める
809年5月18日-09:00|日本|  ||大同4年4月1日|<退位>第51代｢平城天皇｣､神野親王践祚
809年5月30日-09:00|日本|  ||大同4年4月13日|<即位>第52代｢嵯峨天皇｣神野親王(~08230416)
809年6月23日-09:00|日本|  ||大同4年5月7日|<死去>桓武天皇皇女高志内親王(21/平城･嵯峨天皇同母妹.大伴
  親王妃)
809年7月14日-09:00|日本|  ||大同4年5月28日|<死去>大伴弟麻呂(生年731年/公卿､武将､初代征夷大将軍)
809年9月2日-09:00|韓国|  ||新羅･憲徳王1年7月19日|<死去>新羅王｢哀荘王｣摂政の金彦昇が悌ﾖｳとともに反乱
  を起こし王弟の体明侍衛も殺害
809年9月2日-09:00|韓国|  ||新羅･憲徳王1年7月19日|<即位>新羅王｢憲徳王｣(~826.10死去)
809年10月5日-08:00|中国|  ||唐･元和4年8月23日|環王が安南を寇し､都護の張舟がこれを破った
809年10月14日-09:00|日本|愛媛県|大同4年9月2日|嵯峨天皇の諱にふれる事から伊予国神野郡を新居郡と改名
809年11月11日-09:00|日本/朝鮮/中国|  ||大同4年10月1日|渤海使高南容ら朝貢
809年11月19日-08:00|中国|  ||唐･元和4年10月9日|成徳軍節度使の王承宗がそむき､保信軍節度使の薛昌朝を
  捕らえた
810年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第44代ｱﾐｰﾙ:ﾊﾃｨﾑ･ｲﾋﾞﾝ･ﾊﾙﾀﾏ(~811解任)
810年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｶﾙｶｿﾝﾇ伯｢Bello｣
810年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾙｶｿﾝﾇ伯｢Guisclafred｣Belloの息子(~821年死去)
810年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾌﾗﾝｸ王国を撃退
810年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｪﾝﾄ王｢Idwallon ap Gwrgant｣(~842年)
810年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞｲﾌｪﾄﾞ王｢ｵｳｪｲﾝ･ｱﾌﾟ･ﾏﾚﾃﾞｨｯﾄﾞ｣(~811年)
810年2月8日-09:00|日本|千葉県銚子市|大同5年|弘法大師,飯沼観音(円福寺)創建<真言宗>
810年2月8日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|大同5年|弘法大師,大谷観音創建(千手観音立像､大谷寺)<日本最古の
  磨崖仏>
810年2月8日-08:00|中国|  ||南詔･龍興1年|南詔の勧龍晟が龍興(-816年)と改元
810年2月8日-08:00|中国|  ||渤海･永徳1年|渤海の大元瑜が永徳(-812年)と改元
810年3月7日-08:00|中国|  ||唐･元和5年1月28日|左神策軍大将軍のﾘ定進が王承宗と戦い､ここに死んだ
810年4月17日-09:00|日本|  ||大同5年3月10日|蔵人所設置
810年5月24日-08:00|中国|  ||唐･元和5年4月18日|河東節度使の范希朝･義武軍節度使の張茂昭が王承宗と木刀
  溝で戦い､これを破った
810年6月-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  ||夏|<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｸﾞﾄﾞﾌﾚｯﾄﾞ｣傭兵に殺される
810年6月-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  ||夏|<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ﾍﾐﾝｸﾞ｣ｺﾞｽﾞﾌﾚｽﾞの甥(~812年死去)
810年7月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲﾀﾘｱ王･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王｢ﾋﾟﾋﾟﾝ1世｣
810年7月8日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ･ﾗﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞ王代行｢ﾜﾗ｣(~813年9月)
810年8月1日-09:00|日本|  ||大同5年6月28日|観察使を廃止/参議復活
810年10月11日-09:00|日本|  ||大同5年9月10日|藥子の変/藤原藥子･仲成らが平城天皇の復位を企てて失敗
810年10月12日-09:00|日本|  ||大同5年9月11日|藤原仲成､射殺/平城上皇､藤原薬子を伴い東国に向かうも天皇
  軍に阻まれる
810年10月13日-09:00|日本|  ||大同5年9月12日|平城上皇剃髪｡藤原薬子自害/薬子の変
810年10月20日-09:00|日本|  ||弘仁1年9月19日|大同から弘仁に改元
810年11月-03:00|ｲﾗｸ|  |||ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｶﾘﾌ継承権をめぐり､ｱﾐｰﾝとﾏｰﾑｰﾝが内紛
810年11月1日-09:00|日本|京都府京都市|弘仁1年10月|賀茂斎院が置かれる/初代賀茂斎院:有智子内親王
810年11月1日-08:00|中国|  ||唐･元和5年10月|この月､義武軍兵馬使の張佐元がそむき､処刑された
810年11月1日-08:00|中国|  ||唐･元和5年10月|張茂昭が易･定の二州をもって官吏に帰順
810年11月14日-08:00|中国|  ||唐･元和5年10月14日|義武軍都虞候の楊伯玉がそむき､処刑された
811年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第45代ｱﾐｰﾙ:ｶﾞﾊﾞｰ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾙｱｼｬｽ･ｱﾙﾀｰｲｰ(~812)
811年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾒｰﾇ公｢ｼｬﾙﾙ若公｣
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811年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第10代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｱﾝｼﾞｪﾛ･ﾊﾟﾙﾃﾁﾊﾟﾂｨｵ｣(~827年)
811年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ﾚｰﾓﾝ･ﾗﾌｨﾈﾙ｣(~818年)
811年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞｲﾌｪﾄﾞ王｢Owain ap Maredudd｣
811年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Conall mac Aedain｣
811年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞｲﾌｪﾄﾞ王｢Triffyn ap Rhain｣(~814年死去)
811年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Domhnall mac Caustantin｣(~835年死去)
811年1月28日-09:00|日本|  ||弘仁2年|朝廷が出羽･陸奥の百姓の墾田に対する収公を禁止
811年1月28日-09:00|日本|京都府京都市右京区|弘仁2年|弘法大師,五智山如来寺建立(→化野念仏寺)<平安京以
  来の風葬の地>
811年2月7日-09:00|日本|  ||弘仁2年1月11日|陸奥国に和我･斯波･稗縫の3郡を置く
811年2月27日-09:00|日本|  ||弘仁2年2月|朝廷が郡司の任用で譜代優先の制を復活
811年3月28日-09:00|日本|  ||弘仁2年3月|陸奥出羽按察使征夷将軍文室綿麻呂､爾薩体､弊伊の2村の蝦夷を討
  つ
811年3月31日-08:00|中国|  ||唐･元和6年3月4日|隕石がｳﾝ州に落ちた
811年5月-03:00|ｲﾗｸ|  |||ｶﾘﾌ･ｱﾐｰﾝが派遣した遠征軍をﾏｰﾑｰﾝの将軍ﾀｰﾋﾙ･ﾌﾞﾝ･ﾌｻｲﾝがﾚｲ近郊で撃退
811年5月12日-09:00|日本|  ||弘仁2年4月17日|文室綿麻呂が征夷将軍に任ぜられる
811年6月17日-09:00|日本|  ||弘仁2年5月23日|<死去>坂上田村麻呂/54歳(誕生:天平宝字2(758))征夷大将軍だ
  った
811年7月26日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾆｹﾌｫﾛｽ1世｣第一次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国討伐で戦死(誕生7
  60年頃)
811年7月26日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ｽﾀｳﾗｷｵｽ｣ﾆｹﾌｫﾛｽ1世の子(~10.2)
811年10月2日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾐｶｴﾙ1世ﾗﾝｶﾞﾍﾞｰ｣ﾆｹﾌｫﾛｽ1世の娘婿でｽﾀｳﾗｷｵｽの義弟(~0813
  0622)
811年10月2日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<退位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ｽﾀｳﾗｷｵｽ｣
811年12月17日-09:00|日本|  ||弘仁2年11月28日|左右衛士府を左右衛門府と改名
812年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼｬｲﾚﾝﾄﾞﾗ朝国王｢ｻﾏﾗﾄｩﾝｶﾞ｣(~833年)
812年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Dappula2世｣
812年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Mahinda3世｣Dappula2世の息子(~816年死去)
812年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第46代ｱﾐｰﾙ:ｱﾊﾞｯﾄﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ﾊﾔﾝ(~813解任)
812年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<死去>ｱｸﾞﾗﾌﾟ朝｢ｲﾌﾞﾗｰﾋｰﾑ1世｣
812年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ﾍﾐﾝｸﾞ｣
812年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾄｽｶｰﾅ辺境伯｢ﾎﾞﾆﾌｧｰﾁｮ1世｣建国(~813年)
812年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾙｼｮﾝ伯｢Gaucelm｣(~832年)
812年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ｱｸﾞﾗﾌﾟ朝｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰﾌ1世｣(~817年)
812年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｼｸﾞﾙｽﾞ･ﾘﾝｸﾞ｣｢ｱﾇﾛ｣(~同年死去)→｢ﾊｰﾗﾙ･ｸﾗｰｸ｣とその弟｢ﾗｸﾞﾝﾌﾘｽﾞ｣
  と｢ﾍﾐﾝｸﾞ･ﾊﾙﾌﾀﾞﾝｿﾝ｣(~813年)
812年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｲｱﾃﾞﾗ/ｻﾞﾗをﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ支配(~1001年)
812年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｽﾊﾟﾗﾄｩﾑ/ｽﾊﾟﾗﾄをﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ支配(~1084年)
812年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｴｾｯｸｽはﾏｰｼｱの一部(~825年)
812年1月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>前東ﾛｰﾏ帝国皇帝ｽﾀｳﾗｷｵｽ
812年1月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ皇帝がﾌﾗﾝｸ王ｶｰﾙの皇帝就任を承認
812年1月18日-08:00|中国|  ||唐･元和6年閏12月1日|辰州･ｼﾞｮ州の首領の張伯靖がそむき､播･費二州を寇した
812年2月17日-08:00|中国|  ||渤海･永徳3年|<死去>渤海国王｢定王大元瑜｣
812年2月17日-08:00|中国|  ||渤海･永徳3年|<即位>渤海国王｢僖王大言義｣(~朱雀5年(817年)死去)
812年3月26日-09:00|日本|  ||弘仁3年2月10日|<任命>鎮守府将軍｢物部匝瑳足継｣(~不詳)
812年4月6日-09:00|日本|  ||弘仁3年2月21日|采女司を復す
812年4月14日-09:00|日本/韓国|  ||弘仁3年2月29日|新羅人110人が､5艘に乗船し､小値賀島(小近島)に着岸､島
  民と交戦し､島民が､新羅人9人を打ち殺し､101人を捕虜にした
812年4月15日-09:00|日本|岩手県紫波郡矢巾町|弘仁3年3月|徳丹城を造り､志波城の機能を移転
812年6月13日-09:00|日本|  ||弘仁3年5月|国司が公廨田の外に水陸田を営むことを禁止
812年7月14日-09:00|日本|大阪府大阪市淀川区|弘仁3年6月3日|<架設>摂津国長柄橋
812年9月14日-09:00|日本|  ||弘仁3年8月6日|<死去>布勢内親王､皇族(生年生年未詳)
812年10月9日-08:00|中国|  ||新羅･哀荘王13年;渤海･永徳3年9月|新羅､渤海に遣使
812年10月15日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ｸﾙﾑ率いる第一次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国軍が､ﾒｾﾝﾌﾞﾘｱ(現･ﾈｾﾊﾞﾙ､東ﾛｰﾏ帝国領内)を攻
  撃し､占領
812年10月31日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||東ﾛｰﾏ帝国軍が包囲戦によってｸﾙﾑ軍を撤退させる
812年11月8日-08:00|中国|  ||唐･元和7年10月|この月､魏博節度使の田興が六州をもって官吏に帰順
813年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<再任>ｲﾍﾞﾘｱ公｢ｱｼｮｯﾄ1世｣(~826年)
813年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第47代ｱﾐｰﾙ:ｱﾙﾑﾀﾘﾌﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾌﾞﾀﾞﾗ･ｱﾙｸｻﾞｲ(~814解任)
813年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Ermenguer｣(~817年)
813年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ﾎﾘｸ1世｣(~854年死去)
813年2月5日-09:00|日本|  ||弘仁4年|讃岐国の青目上人,備後国府中に青目寺を開く



0850迄(1117件)

813年2月5日-09:00|日本|奈良県奈良市|弘仁4年|<建立>興福寺南円堂(藤原冬嗣により)
813年2月5日-08:00|中国|  ||渤海･朱雀1年|渤海の大言義が朱雀(-817年)と改元
813年3月7日-08:00|中国|  ||唐･元和8年2月|唐･李吉甫が｢元和郡県図志｣を完成
813年3月8日-09:00|日本|  ||弘仁4年2月3日|僧尼の度縁受戒を改訂/僧尼の身元を明確にするため､度縁を持っ
  て証明書とすることに､改訂された
813年4月22日-09:00|日本/韓国|  ||弘仁4年3月18日|肥前の五島･小近島(小値賀島)に､新羅人110人が五艘の船
  に乗り上陸,島民9人を打ち殺し101人を捕虜にした
813年6月22日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾚｵｰﾝ5世ｱﾙﾒﾆｵｽ｣ﾊﾟﾄﾘｷｵｽのﾊﾞﾙﾀﾞｽの子(~08201224死去)
813年6月22日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<退位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾐｶｴﾙ1世ﾗﾝｶﾞﾍﾞｰ｣
813年6月22日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<ｳﾞｪﾙｼﾆｷｱの戦い>ﾄﾗｷｱのｳﾞｪﾙｼﾆｷｱ要塞で東ﾛｰﾏ帝国ｸﾙﾑ･ﾊｰﾝと第一次ﾌﾞﾙ
  ｶﾞﾘｱ帝国ﾐｶｴﾙ1世ﾗﾝｶﾞﾍﾞｰとの間で行われた戦いでﾌﾞﾙｶﾞﾘｱが決定的な勝利をおさめた
813年7月1日-09:00|日本|  ||弘仁4年5月30日|征夷大将軍に再び文室綿麻呂を任命
813年7月2日-09:00|日本|  ||弘仁4年6月1日|僕隷の遺棄を禁止/当時､僕隷を酷使し､僕隷が病気になると､その
  まま遺棄し､病死や餓死させる例が相次いだ｡そこで､僕隷を遺棄した五位以上の官人に､｢杖打ち百｣の刑罰を
  与えることとした
813年7月31日-08:00|中国|  ||唐･元和8年秋|吐蕃､ｹｲ州に冦する
813年9月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｲﾀﾘｱ摂政｢ｱﾀﾞﾙﾊﾙﾄ･ﾃﾞ･ｺﾙﾋﾞｰ｣(~814年)
813年9月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ｣ﾋﾟﾋﾟﾝ1世の私生児(~817年12月~08180417,叔父のﾙﾄﾞｳﾞｨｺ1世
  に処刑される)
813年9月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ皇帝｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世敬虔王｣ｶｰﾙ1世大帝の息子(
  08140128まで共同統治~08400620没)
813年9月13日-08:00|中国|  ||唐･元和8年8月15日|湖南観察使の柳公綽が張伯靖を討ち張伯靖が降った
813年9月27日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第6代ｶﾘﾌ｢ｱﾐｰﾝ｣殺害される
813年9月27日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第7代ｶﾘﾌ｢ﾏｱﾑｰﾝ｣(~08330807死去)｣知恵の館を設立
813年10月26日-09:00|日本|長崎県対馬市|弘仁4年9月29日|対馬島に新羅訳語を一人設置
813年12月17日-09:00|日本|  ||弘仁4年11月21日|入京越訴の多発を理由として､夷俘問題を専門に担当する夷
  俘専当国司が置かれた
814年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾗｰｼｭﾄﾗｸｰﾀ朝国王｢ｱﾓｰｶﾞｳﾞｧﾙｼｬ1世｣(~877年)
814年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第48代ｱﾐｰﾙ:ｱﾙｱｯﾊﾞｽ･ｲﾋﾞﾝ･ﾑｻ･ｲﾋﾞﾝ･ｲｻ･ｱﾙｱﾊﾞｼ(~814)→同年<
  就任>第49代ｱﾐｰﾙ:ｱﾙﾑﾀﾘﾌﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾌﾞﾀﾞﾗ･ｱﾙｸｻﾞｲ(~815)
814年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ﾍﾞﾗﾝｼﾞｪ賢伯｣(~835.6死去)
814年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢Bernard1世｣(~828年)
814年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ王｢ﾓﾙﾏﾝ｣封臣として仕えていたｶｰﾙ大帝死去に伴いﾌﾞﾘﾄﾝ人貴族からﾌﾞﾙﾀ
  ｰﾆｭ王と呼ばれた最初の君主(~818年ﾌﾗﾝｸ王国ﾙｲ敬虔王に敗北死去)
814年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞｲﾌｪﾄﾞ王｢Triffyn ap Rhain｣
814年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Eardwulf Eardwulfes sunu｣子(~850年)
814年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞｲﾌｪﾄﾞ王｢Hyfaidd ap Bledrig｣(~893年死去)
814年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Eanraed Eardwulfes sunu｣(~844年死去)
814年1月6日-08:00|中国|  ||唐･元和8年12月11日|振武の将の楊遵憲がそむき､その節度使の李進賢を追放
814年1月25日-09:00|日本|  ||弘仁5年|｢凌雲集｣(漢詩文集)小野岑守､菅原清公､勇山文継らによって編纂撰進
814年1月25日-09:00|日本|島根県|弘仁5年1月|出雲国移配蝦夷の反乱(荒橿の乱)勃発(2月鎮圧)
814年1月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>初代ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ皇帝｢ｶﾛﾙｽ1世大帝｣/71歳(誕生07420402
  )
814年4月13日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ｸﾙﾑ｣
814年4月13日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ｵﾑﾙﾀｸﾞ｣(~831年)｢ﾄﾞｸﾑ｣(~815年)｢ﾃﾞｨﾂｪｳﾞｸﾞ｣(~814年
  )
814年5月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾝﾀﾞﾙｽで西ｳﾏｲｱ朝に対する反乱が勃発
814年5月30日-09:00|日本|  ||弘仁5年5月8日|嵯峨天皇の皇子､皇女に源の姓を与える(嵯峨源氏)
814年6月21日-09:00|日本|  ||弘仁5年6月|最初の勅撰文学作品集(漢詩集)『凌雲集』が作られた
814年6月21日-09:00|日本|  ||弘仁5年6月1日|万多親王ら｢新撰姓氏録｣撰進
814年11月15日-09:00|日本/朝鮮/中国|  ||弘仁5年9月30日|渤海使､出雲に来着
815年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾝﾃﾞｨﾔ朝君主｢Srimara Srivallabha｣(~862年)
815年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｶﾘｳﾞｧﾝﾄﾞ王朝君主｢Qarin ibn Vindadhhurmuzd｣(~817年)
815年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾟﾘ伯｢ﾍﾞｺﾞﾝ｣(~8161028死去)
815年1月-03:00|ｲﾗｸ|  |||ｱﾌﾞｰ･ｱｯｻﾗｰﾔｰがｱﾘｰ家のﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ﾀﾊﾞｰﾀﾊﾞｰをｲﾏｰﾑに仕立てﾀｰﾌｧで反乱(10月鎮圧)
815年2月13日-09:00|日本|大阪府河内長野市|弘仁6年|弘法大師が雲心寺の寺号を観心寺と改称
815年2月13日-08:00|中国|  ||吐蕃･彝泰1年|<死去>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ﾃｨﾃﾞ･ｿﾝﾂｪﾝ(赤徳松賛)｣
815年2月13日-08:00|中国|  ||吐蕃･彝泰1年|<即位>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ﾃｨﾂｸ･ﾃﾞﾂｪﾝ(赤祖徳賛)｣(~838年死去)/彝泰(-83
  8年)と改元
815年3月16日-08:00|中国|  ||唐･元和10年2月2日|厳綬が呉元済と磁丘で戦い､敗れた
815年5月11日-08:00|中国|  ||唐･元和10年3月29日|忠武軍節度使の李光顔が呉元済と臨潁で戦い､これを破っ
  た
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815年5月15日-08:00|中国|  ||唐･元和10年4月3日|南頓で忠武軍節度使の李光顔が呉元済を破った
815年7月6日-08:00|中国|  ||唐･元和10年5月26日|時曲で忠武軍節度使の李光顔が呉元済を破った
815年8月28日-09:00|日本|  ||弘仁6年7月20日|万多親王らが｢新撰姓氏録｣を撰上
815年9月2日-09:00|日本|  ||弘仁6年7月25日|国司の任期を4年と改める
815年9月7日-08:00|中国|  ||唐･元和10年8月1日|朔､日食があった
815年9月15日-08:00|中国|  ||唐･元和10年8月9日|李師道の将のｼ嘉珍が東都でそむき､留守の呂元膺がこれを
  破った
815年10月3日-08:00|中国|  ||唐･元和10年8月27日|李光顔が呉元済と時曲で戦い､敗れた
815年11月-03:00|ｲﾗｸ|  |||ｱﾘｰ家のﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ｼﾞｬｰﾊﾙがﾒｯｶで蜂起(2ヶ月後鎮圧)
815年11月29日-09:00|日本|  ||弘仁6年10月25日|服色･乗車の制を定める
815年12月9日-08:00|中国|  ||唐･元和10年11月5日|李光顔･烏重胤が呉元済と小?河で戦い､これを破った
815年12月14日-08:00|中国|  ||唐･元和10年11月10日|李文通がまた呉元済を固始で破った
816年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Mahinda3世｣
816年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Aggabodhi8世｣Mahinda3世の兄弟(~827年)
816年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢Cynan Dindaethwy ap Rhodri｣
816年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢Hywel ap Caradog｣(~826年死去)
816年1月10日-08:00|中国|  ||唐･元和10年12月7日|武寧軍都押衙の王智興が李師道と平陰で戦い､これを破っ
  た
816年2月2日-09:00|日本|長崎県壱岐市|弘仁7年|異賊襲来に備え､壱岐島内の2か所の関を置き､14ヵ所の要害を
  構える
816年2月2日-08:00|中国|  ||南詔･龍興7年|<死去>南詔王｢勧竜晟｣弄棟節度･王嵯巓に殺される
816年2月2日-08:00|中国|  ||南詔･全義1年|<即位>南詔王｢勧利晟｣(~823年)
816年2月2日-08:00|中国|  ||唐･元和11年|円州節度使のﾘｼﾄﾞｳ(李師道)が､兵馬50万の精鋭と反乱し､皇帝は､諸
  道の兵士を徴発･討伐しようとしたが､戦勝できず､天下は騒乱状態
816年2月2日-08:00|中国|  ||南詔･全義1年|南詔の勧利晟が全義(-819年)と改元
816年2月10日-08:00|中国|  ||唐･元和11年1月9日|幽州盧龍軍節度使の劉?が王承宗と武彊で戦い､これを破っ
  た
816年3月3日-09:00|日本|  ||弘仁7年2月|左衛門尉興世書主に検非違使の役を兼任させる(検非違使の初見)
816年4月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第50代ｱﾐｰﾙ:ｱﾙｻﾘ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙﾊｶﾑ(~816.9)
816年5月5日-08:00|中国|  ||唐･元和11年4月5日|李光顔･烏重胤が呉元済と凌雲柵で戦い､これを破った
816年5月20日-08:00|中国|  ||唐･元和11年4月20日|劉?が王承宗と深州で戦い､これを破った
816年6月1日-08:00|中国|  ||唐･元和11年5月2日|宥州軍が乱を起こし､その刺史の駱怡を追放したので､夏綏銀
  節度使の田縉がこれを破った
816年6月12日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第96代ﾛｰﾏ教皇｢ﾚｵ3世｣
816年6月21日-08:00|中国|  ||唐･元和11年5月22日|雲南蛮が安南を寇した
816年6月22日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第97代ﾛｰﾏ教皇｢ｽﾃﾌｧﾇｽ5世｣(~08170124死去)
816年7月8日-08:00|中国|  ||唐･元和11年6月10日|唐鄧節度使の高霞寓が呉元済と鉄城で戦い､敗れた
816年7月29日-09:00|日本|  ||弘仁7年7月|鋳銭司を廃止
816年8月-03:00|ｲﾗｸ|  |||ｶﾘﾌ･ﾏｰﾑｰﾝの総督ﾊｻﾝ･ﾌﾞﾝ･ﾊｻﾙに対してﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞの軍人､市民が反乱
816年8月5日-09:00|日本|  ||弘仁7年7月8日|空海が高野山に道場開設の許可を得る
816年8月15日-08:00|中国|  ||唐･元和11年7月18日|韓弘が元済とｴﾝ城で戦い､これを破った
816年9月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第51代ｱﾐｰﾙ:ｽﾘﾏﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ｶﾞﾚﾌﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ｱﾙﾊﾞｸﾞﾘｰ(~81
  7.3)
816年9月10日-08:00|中国|  ||唐･元和11年8月15日|西原蛮が賓･巒二州を陷した
816年9月12日-09:00|日本|  ||弘仁7年8月16日|大嵐の為､羅城門が倒壊
816年9月21日-08:00|中国|  ||唐･元和11年8月26日|昭義軍節度使のﾁ士美が王承宗と柏郷で戦い､これを破った
816年10月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯･ﾊﾟﾘ伯｢ﾍﾞｺﾞﾝ｣
816年10月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾟﾘ伯｢ﾙﾀｰﾙ1世｣⇒｢ｼﾞｪﾗｰﾙ2世｣ｼﾞﾗｰﾙ･ﾄﾞ･ﾙｼﾖﾝ(~841年)
816年11月26日-08:00|中国|  ||唐･元和11年11月4日|ﾖｳ管経略使の韋悅が賓･巒二州を落とした
817年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Sharwin1世｣
817年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Shahriyar1世｣(~825年死去)
817年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ帝ﾚｵﾝ5世がﾒｯｾﾝﾌﾞﾘｱでﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ軍を大破
817年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Gaucelm｣(~832年)
817年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ王(ｶﾛﾘﾝｸﾞ朝)｢ﾋﾟﾋﾟﾝ1世｣ﾙｲ1世の子(~8381213死去)
817年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ｱｸﾞﾗﾌﾟ朝｢ｽﾞｨﾔｰﾀﾞ･ｱﾗｰﾌ1世｣(~8380610死去)
817年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ国王｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世｣ﾌﾗﾝｸ王国(ｶﾛﾘﾝｸﾞ朝)国王ﾙﾄﾞｳﾞｨｰｺ1世の息子(~8
  64年息子のｶｰﾙﾏﾝにﾊﾞｲｴﾙﾝの統治を委ねる)
817年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾘｳｰﾘ公｢ｶﾄﾞﾗｰ｣(~819年)
817年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ｼｺ1世｣(~832年)
817年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾒｰﾇ公｢ﾛﾀｰﾙ1世｣(~831年)
817年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||ﾙｰﾄｳﾞｨﾋと新教皇が協約し､領土保有と王位継承権を相互承認
817年1月19日-08:00|中国|  ||唐･元和11年12月28日|西原蛮が巖州を陷した
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817年1月21日-08:00|中国|  ||渤海･朱雀5年|<死去>渤海国王｢僖王大言義｣
817年1月21日-08:00|中国|  ||渤海･朱雀5年|<即位>渤海国王｢簡王大明忠｣(~太始元年(818年)死去)
817年1月21日-08:00|中国|  ||唐･元和12年|この年､容管経略使の陽旻が欽･横･潯･貴の四州を落とした
817年1月24日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第97代ﾛｰﾏ教皇｢ｽﾃﾌｧﾇｽ5世｣
817年1月25日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第98代ﾛｰﾏ教皇｢ﾊﾟｽｶﾘｽ1世｣(~08240211死去)
817年2月17日-08:00|中国|  ||唐･元和12年1月28日|彗星が畢に出た
817年3月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第52代ｱﾐｰﾙ:ｱﾙｻﾘ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙﾊｶﾑ(~820.11)
817年3月12日-09:00|日本|  ||弘仁8年2月21日|<死去>桓武天皇皇女無品甘南備内親王(18/母:藤原東子､平城天
  皇妃､藤原薬子姪)
817年4月21日-08:00|中国|  ||唐･元和12年4月2日|唐鄧隋節度使の李愬が呉元済と?ｶ山で戦い､これを破った
817年4月25日-08:00|中国|  ||唐･元和12年4月6日|李光顔が呉元済をｴﾝ城で破った
817年5月14日-09:00|日本|  ||弘仁8年4月25日|<死去>桓武天皇皇女朝原内親王(39/母:妃酒人内親王､第23代伊
  勢斎王､平城天皇妃)
817年5月21日-08:00|中国|  ||唐･元和12年5月2日|李愬がまた呉元済を張柴で破った
817年7月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王｢ﾌﾛﾀｰﾙ1世｣(~08440615)
817年9月1日-09:00|日本|  ||弘仁8年7月17日|<弘仁8年摂津国沿岸暴風雨･高潮｢摂津大風｣>摂津国で津波が起
  こり220人が溺死
817年9月20日-08:00|中国|  ||唐･元和12年8月6日|烏重胤が呉元済と賈店で戦い､敗れた
817年11月10日-08:00|中国|  ||唐･元和12年9月28日|李愬が呉元済と呉房で戦い､これを破った
817年11月29日-08:00|中国|  ||唐･元和12年10月17日|李愬が蔡州を落とした
817年12月12日-08:00|中国|  ||唐･元和12年11月|介落ら､唐に使を遣わす
818年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ｷｯﾀﾃｨﾝ｣(~828年)
818年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｶﾘｳﾞｧﾝﾄﾞ王朝君主｢Mazyar｣(~839.9死去)
818年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ｼﾞｬﾃﾞｨｯﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢Muhammad ibn Ziyad｣(~859年)
818年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ王｢ﾓﾙﾏﾝ｣年ﾌﾗﾝｸ王国ﾙｲ敬虔王に敗北
818年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾅﾝﾄ伯｢Lambert1世｣(~831年)
818年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ﾃｵｸﾃｨｽﾀｽ｣(~821年退位)
818年2月9日-08:00|中国|  ||渤海･太始1年|<死去>渤海国王｢簡王大明忠｣
818年2月9日-08:00|中国|  ||渤海･太始1年|<即位>渤海国王｢宣王大仁秀｣(~建興12年(830年)死去)
818年2月9日-08:00|中国|  ||渤海･太始1年|渤海の大明忠が太始(818年)と改元
818年3月25日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||西ｳﾏｲｱ朝のｱﾙ･ﾊｶﾑがｺﾙﾄﾞﾊﾞの市民暴動に対し大虐殺
818年4月9日-09:00|日本|  ||弘仁9年3月|長門国司を鋳銭使とする
818年4月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>前ｲﾀﾘｱ王｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ｣叔父のﾙﾄﾞｳﾞｨｺ1世に処刑される
818年4月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王｢ﾙﾄﾞｳﾞｨｺ1世｣ﾌﾗﾝｸ王でｶﾙﾛ･ﾏｰﾆｮの三男.家督争いに勝利を収め全
  ての王位を継承(~822年)
818年5月1日-09:00|日本|  ||弘仁9年3月23日|朝会の礼･常服などを唐法に准じる事と定める
818年5月31日-09:00|日本|京都府京都市右京区|弘仁9年4月23日|太秦広隆寺堂塔全焼
818年6月28日-09:00|日本|  ||弘仁9年5月22日|賀茂斎院司を設置/嵯峨天皇皇女有智子内親王(母:交野女王)賀
  茂斎王に卜定
818年7月7日-08:00|中国|  ||唐･元和13年6月1日|朔､日食があった
818年8月6日-09:00|日本|  ||弘仁9年7月|<弘仁9年関東地震>関東地方でﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ7.5ｸﾗｽと推定される大規模
  な内陸型地震/相模､武蔵､下総､常陸､下野､上野など､関東一円で山崩れが続発して谷を埋めること数里に及び
  ､そのため洪水も起きた/農民多数が圧死
818年9月-03:00|ｲﾗｸ|  |||ｶﾘﾌのﾏｰﾑｰﾝが後継を約したｱﾘｰ家のｱｯﾘﾀﾞｰを毒殺
818年11月13日-08:00|中国|  ||唐･元和13年10月12日|吐蕃が宥州を寇したので､霊武節度使の杜叔良が定遠城
  でこれを破った
818年12月2日-09:00|日本|  ||弘仁9年11月1日|富寿神宝を鋳造
819年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ･ｶﾞﾙｱ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Prabu Gajah Kulon Rakeyan Wuwus｣(~891年)
819年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｻﾏﾝ朝(ｻﾏﾙｶﾝﾄﾞ)ｱﾐｰﾙ｢Nuh ibn Asad｣(~841年死去)
819年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｻﾏﾝ朝(ｼｬｯｼｭ)ｱﾐｰﾙ｢Yahya ibn Asad｣(~855年死去)
819年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｻﾏﾝ朝(ﾌｪﾙｶﾞﾅ)ｱﾐｰﾙ｢Ahmad ibn Asad｣(~864年死去)
819年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｻﾏﾝ朝(ﾍﾗｰﾄ)ｱﾐｰﾙ｢Ilyas ibn Asad｣(~856年死去)
819年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||ｲｴﾒﾝでｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰﾌがｽﾞｨﾔｰﾄﾞ朝を創始
819年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢Guerin of Provence｣(~839年)
819年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾘｳｰﾘ公｢ﾊﾞﾙﾃﾞﾘｸ｣(~828年)
819年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<復位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ﾊｰﾗﾙ･ｸﾗｰｸ｣(~827年)
819年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ｺﾝﾁｮﾊﾞｰﾏｯｸﾄﾞﾝﾁｬﾀﾞ｣(~833年没)
819年1月30日-08:00|中国|  ||渤海･建興1年|渤海の大仁秀が建興(-830年)と改元
819年2月5日-09:00|日本|  ||弘仁10年1月7日|<任命>鎮守府将軍｢坂上浄野｣(~不詳)
819年2月25日-08:00|中国|  ||唐･元和14年1月27日|田弘正が李師道と陽穀で戦い､これを破った
819年3月30日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･憲徳王11年3月|各地の賊徒がいっせいに蜂起したが､諸州の都督や太
  守に命じて鎮圧することに成功
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819年3月30日-09:00|日本|和歌山県伊都郡高野町|弘仁10年3月|弘法大師(空海)､高野山に明神社を建立
819年5月30日-09:00|日本|和歌山県伊都郡高野町|弘仁10年5月3日|弘法大師,金剛峯寺創建<高野山真言宗総本
  山>
819年7月26日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||唐･元和14年;新羅･憲徳王11年7月|唐･ｳﾝ州(山東省済寧市)で李師道
  が反乱/新羅が将軍金雄元ら3万の兵を派遣し唐を援ける
819年8月9日-08:00|中国|  ||唐･元和14年7月15日|沂海の将の王弁がその観察使の王遂を殺し留後を自称
819年8月10日-03:00|ｲﾗｸ|  |||ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞの反乱が終息
819年11月8日-08:00|中国|  ||唐･元和14年10月17日|安南の将の楊清がその都護の李象古を殺してそむいた
819年11月19日-08:00|中国|  ||唐･元和14年10月28日|吐蕃が塩州を寇した
819年12月7日-08:00|中国|  ||唐･元和14年11月17日|朔方の将の史敬奉が吐蕃と瓠蘆河で戦い､これを破った
819年12月10日-09:00|日本/朝鮮/中国|  ||渤海･建興1年11月20日|渤海使李承英ら朝貢/翌年1月帰国
820年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｳﾙｼﾞｪｲ伯･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢Borrell｣
820年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾗｺﾞﾝ伯｢ｶﾞﾙｼｱ･ｴﾙ･ﾏｰﾛ｣ｱｽﾅｰﾙ･ｶﾞﾘﾝﾄﾞ1世の女婿(~833年)
820年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｳﾙｼﾞｪｲ伯･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢Aznar1世ｶﾞﾘﾝﾄﾞ｣(~839年死去)
820年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｺﾝﾌﾗﾝ伯｢Oliba1世｣(~837年死去)
820年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄﾛｱ伯｢Aleran｣(~852年)
820年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾗﾝﾎﾟｰ｣ｼﾞﾛｰﾅ伯､ﾊﾞｻﾞﾙｰ伯(~825年死去)
820年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋﾟｸﾄ王｢Causantin mac Ferghusa(Constantine1世)｣
820年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Oenghus mac Ferghusa(Angus2世)｣(~834年死去)
820年1月19日-08:00|中国|  ||南詔･大豊1年|南詔の勧利晟が大豊(-823年)と改元
820年2月14日-08:00|中国|  ||唐･元和15年1月27日|<死去>唐第14代皇帝｢憲宗李純｣(43)陳弘志に殺される
820年2月16日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ﾍﾞﾄﾅﾑでこのころ､禅宗無言通派の形成
820年2月20日-08:00|中国|  ||唐･元和15年閏1月3日|<即位>唐第15代皇帝｢穆宗李恒｣(~長慶4年1月22日(824年2
  月25日)死去)
820年4月1日-09:00|日本|  ||弘仁11年2月14日|遠江･駿河両国に移住していた新羅人七百人余りが叛乱,人民を
  殺害して奥舎を焼いた
820年4月19日-08:00|中国|  ||唐･元和15年3月3日|杜叔良が吐蕃と戦い､これを破った
820年6月5日-09:00|日本|  ||弘仁11年4月21日|律令を補足･修正するために出された法令を藤原冬嗣らが編纂
  した弘仁格が施行
820年6月14日-09:00|日本|  ||弘仁11年5月|空海が｢文鏡秘府論｣を要約した｢文筆眼心抄｣を著す(中務省など官
  人の文章作成能力の向上という天皇の依頼に応えるためだったとみられている)
820年9月26日-08:00|中国|  ||唐･元和15年8月16日|容管経略留後の厳公素が黄洞蛮と神歩で戦い､これを破っ
  た
820年11月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第53代ｱﾐｰﾙ:ｱﾌﾞﾙﾅｻｰ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙｻﾘ(~822)
820年11月23日-08:00|中国|  ||唐･元和15年10月14日|吐蕃が涇州を寇し､右神策軍中尉の梁守謙が左右神策･京
  西･京北行営都監となってこれを禦いだ
820年11月26日-08:00|中国|  ||唐･元和15年10月17日|吐蕃が遁走した
820年12月19日-09:00|日本|  ||弘仁11年11月11日|文章生選抜制度を改める/三位以上の貴族の子弟を採用する
  事と定める
820年12月24日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾚｵｰﾝ5世｣次代の皇帝ﾐｶｴﾙ2世派によって暗殺される(誕生
  770年代)
820年12月25日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ｱﾓﾘｱ朝)｢ﾐｶｴﾙ2世ﾄﾗﾌﾞﾛｽ(吃音者･どもる人)｣近衛部隊長
  官(~08291002死去)
821年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｶﾙｶｿﾝﾇ伯｢Guisclafred｣
821年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ｸﾛｱﾁｱ公｢ﾎﾞﾙﾅ｣
821年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾙｶｿﾝﾇ伯｢Oliba1世｣Belloの息子(~837年死去)
821年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ公｢ｳﾗｼﾞｽﾗﾌ｣(~829年)
821年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ﾃｵﾄﾞｱ2世｣⇒｢ｽﾃﾌｧﾝ3世｣(~832年死去)
821年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||<即位>ﾐﾌﾗﾆｰ朝(ｱﾙﾊﾞﾆｱ)大公｢Varaz-Tiridates2世｣(~822年)
821年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<退位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ﾃｵｸﾃｨｽﾀｽ｣
821年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏｰｼｱ王｢ｺｴﾝｳﾙﾌ･Cuthberhtes sunu｣
821年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Baldraed｣(~825年廃位)
821年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾏｰｼｱ王｢ﾁｪｵﾙｳﾙﾌ･Cuthberhtes sunu(ﾁｪｵﾙｳﾙﾌ1世)｣(~823年ﾍﾞｵﾙﾝｳﾙﾌに廃位され
  る)
821年2月9日-08:00|中国|  ||唐･長慶1年1月4日|唐･穆宗が長慶(-824年12月)と改元
821年2月10日-09:00|日本|京都府京都市中京区|弘仁12年|右大臣藤原冬嗣､勧学院を創設
821年2月10日-09:00|日本|  ||弘仁12年1月5日|｢十条断例｣を制定
821年3月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾀｰﾋﾙ朝国王｢ﾀｰﾋﾙ･ｲﾌﾞﾝ･ﾌｻｲﾝ(ﾀｰﾋﾙ1世)｣始祖(~822年死去)
821年3月7日-09:00|日本|  ||弘仁12年1月30日|右大臣藤原冬嗣ら､｢内裏式｣を撰上
821年3月8日-08:00|中国|  ||唐･長慶1年2月|<死去>回鶻可汗国第9代可汗｢保義可汗(不明)ｱｲ･ﾃﾝｸﾞﾘﾃﾞ･ｸﾄ･ﾎﾞﾙﾐ
  ｼｭ･ｱﾙﾌﾟ･ﾋﾞﾙｹﾞ･ｶｶﾞﾝ｣
821年5月6日-08:00|中国|  ||唐･長慶1年4月|<即位>回鶻可汗国第10代可汗｢崇徳可汗(不明)ｷｭﾝ･ﾃﾝｸﾞﾘﾃﾞ･ｳﾙｸﾞ･
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  ﾎﾞﾙﾐｼｭ･ｷｭﾁｭﾘｭｸﾞ･ﾋﾞﾙｹﾞ･ｶｶﾞﾝ｣(~824年)
821年6月14日-09:00|日本|兵庫県|弘仁12年5月11日|播磨国で銅鐸が発掘される
821年7月3日-08:00|中国|  ||唐･長慶1年6月|彗星が昴に出現
821年7月9日-08:00|中国|  ||唐･長慶1年6月7日|吐蕃が青塞烽を寇し､塩州刺史の李文悅がこれを破った
821年8月11日-08:00|中国|  ||唐･長慶1年7月10日|幽州盧龍軍都知兵馬使の朱克融がその節度使の張弘靖を捕
  らえてそむいた
821年8月29日-08:00|中国|  ||唐･長慶1年7月28日|成徳軍大将の王廷湊がその節度使の田弘正を殺してそむい
  た
821年9月8日-08:00|中国|  ||唐･長慶1年8月9日|朱克融が莫州を陥落させた
821年9月9日-08:00|中国|  ||唐･長慶1年8月10日|王廷湊が冀州を陥落させ､刺史の王進岌がここに死んだ
821年9月12日-08:00|中国|  ||唐･長慶1年8月13日|王廷湊が深州を寇した
821年9月12日-08:00|中国|  ||唐･長慶1年8月13日|瀛州軍が乱を起こし､その観察使の盧士ﾊﾞｲを捕らえ､叛いて
  朱克融についた
821年10月11日-08:00|中国|  ||唐･長慶1年9月12日|相州軍が乱を起こし､その刺史のｹｲｿを殺した
821年10月30日-09:00|日本/朝鮮/中国|  ||渤海･建興3年10月|渤海使王文矩ら来日/翌年1月帰国
821年11月8日-08:00|中国|  ||唐･長慶1年10月10日|安史の乱後､交戦状態だった唐と吐蕃が長安で同盟を結ぶ
821年11月13日-08:00|中国|  ||唐･長慶1年10月15日|王廷湊が貝州を陥落させた
821年11月14日-08:00|中国|  ||唐･長慶1年10月16日|易州刺史の柳公済が朱克融と白石で戦い､これを破った
821年11月15日-08:00|中国|  ||唐･長慶1年10月17日|橫海軍節度使の烏重胤が王廷湊と饒陽で戦い､これを破っ
  た
821年11月26日-08:00|中国|  ||唐･長慶1年10月28日|霊武節度使の李進誠が吐蕃と大石山で戦い､これを破った
821年11月29日-08:00|中国|  ||唐･長慶1年11月1日|裴度が王廷湊と会星で戦い､これを破った
821年12月1日-08:00|中国|  ||唐･長慶1年11月3日|朱克融が定州を寇すると､義武軍節度使の陳楚がこれを破っ
  た
822年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾀｰﾋﾙ朝国王｢ﾀｰﾋﾙ･ｲﾌﾞﾝ･ﾌｻｲﾝ(ﾀｰﾋﾙ1世)｣
822年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾀｰﾋﾙ朝国王｢ﾀﾙﾊ･ｲﾌﾞﾝ･ﾀｰﾋﾙ｣ﾀｰﾋﾙ1世の子(~828年死去)
822年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾞｽﾊﾟﾆﾄﾞ朝君主｢Abdallah ibn Wandad｣(~855年)
822年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾀｰﾋﾙ朝(ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ政権)国王｢Ishaq ibn Ibrahim al-Mus'abi｣(~8500707病死)
822年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第54代ｱﾐｰﾙ:ｶﾘﾄﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ﾔｼﾞﾄﾞ･ｲﾋﾞﾝ･ﾏｼﾞｬﾄﾞ→<就任>第55代ｱﾐｰ
  ﾙ:ｳﾏｲﾔ･ｱﾗｰ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙｻﾘ(~826)
822年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｳｨﾝｹﾞｽ｣
822年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王｢ﾛﾀｰﾘｵ1世｣中ﾌﾗﾝｸ王/ﾌﾗﾝｸ王国国王ﾙﾄﾞｳﾞｨｰｺ1世の長子(~8550923死去)
822年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ王国ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｽｯﾎﾟ1世｣(~8240305死去)
822年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ王｢ｳﾞｨｵﾏﾙｸ｣ﾌﾞﾘﾄﾝ人復権のためのﾌﾗﾝｸ王国に対する反乱を成功に導いた
  (~825年ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ辺境伯領のﾅﾝﾄ伯ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ1世に殺された)
822年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||ﾏﾔ文明のｺﾊﾟﾝ王朝が亡びる
822年1月4日-08:00|中国|  ||唐･長慶1年12月8日|杜叔良が王廷湊と博野で戦い､敗れた
822年1月11日-08:00|中国|  ||唐･長慶1年12月15日|陳楚が朱克融と望都で戦い､これを破った
822年1月23日-08:00|中国|  ||唐･長慶1年12月27日|陳楚が朱克融と清源で戦い､これを破った
822年1月27日-09:00|日本|  ||弘仁13年|この年日本霊位記できる
822年2月3日-08:00|中国|  ||唐･長慶2年1月8日|魏博軍が南宮で潰滅
822年2月10日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||<即位>ｺﾊﾟﾝ王｢ｳｷﾄ･ﾄｰｸ｣
822年2月26日-09:00|日本|山梨県韮崎市|弘仁13年|嵯峨天皇の勅命により武田八幡宮創建
822年3月8日-09:00|日本|奈良県奈良市|弘仁13年2月11日|空海,大和東大寺に灌頂道場(真言院)を建立
822年3月27日-09:00|韓国|  ||新羅･憲徳王14年3月|<即位>長安王｢金憲昌｣新羅に反乱､朝鮮半島南西部を占拠
  自立/国号を長安とし慶雲元年と宣言/同月のうちに反乱平定､慶雲年号は直ちに廃止
822年4月25日-08:00|中国|  ||唐･長慶2年4月1日|朔､日食があった
822年4月26日-08:00|中国|  ||唐･長慶2年4月2日|成徳軍節度使の牛元翼が京師に逃れ､王廷湊が深州を陥落さ
  せた
822年5月21日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>後ｳﾏｲﾔ朝第3代ｱﾐｰﾙ｢ﾊｶﾑ1世｣
822年5月21日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>後ｳﾏｲﾔ朝第4代ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗﾌﾏｰﾝ2世｣(~852年死去)
822年6月5日-08:00|中国|  ||唐･長慶2年5月12日|ﾖｳ州刺史の李元宗が叛き､黄洞蛮に亡命
822年6月26日-09:00|日本|  ||弘仁13年6月4日|天台宗の開祖最澄没(57)
822年6月26日-08:00|中国|  ||唐･長慶2年6月4日|宣武軍宿直の将の李臣則がその節度使の李愿を追放し､衙門
  都将の李?がそむいた
822年7月6日-08:00|中国|  ||唐･長慶2年6月14日|吐蕃が霊州を寇し､塩州刺史の趙ｶﾝがこれを破った
822年8月10日-08:00|中国|  ||唐･長慶2年7月20日|李?が宋州を陥落させた
822年8月18日-08:00|中国|  ||唐･長慶2年7月28日|ｴﾝｳﾝ節度使の曹華が李?と宋州で戦い､これを破った
822年8月19日-08:00|中国|  ||唐･長慶2年7月29日|忠武軍節度使の李光顔がまた尉氏で李?を破った
822年9月3日-08:00|中国|  ||唐･長慶2年8月14日|宣武軍節度使の韓充がまた郭橋で李?を破った
822年9月19日-08:00|中国|  ||唐･長慶2年9月1日|鎮海軍の将の王国清が反乱を計画し､処刑された
822年9月27日-08:00|中国|  ||唐･長慶2年9月9日|徳州軍が乱を起こし､その刺史の王稷を殺した
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823年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｶﾞﾙﾜﾙ(ｸﾞﾘﾊｳﾞｧﾗ)国
823年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾏｰｼｱ王｢ﾍﾞｵﾙﾝｳﾙﾌ｣(~826年殺害される)
823年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<廃位>ﾏｰｼｱ王｢ﾁｪｵﾙｳﾙﾌ1世｣ﾍﾞｵﾙﾝｳﾙﾌにより
823年2月15日-09:00|日本|茨城県つくば市|弘仁14年|筑波山神社創建
823年2月15日-08:00|中国|  ||南詔･大豊4年|<死去>南詔王｢勧利晟｣
823年2月15日-08:00|中国|  ||南詔･大豊4年|<即位>南詔王｢勧豊祐｣(~859年)
823年3月5日-09:00|日本|京都府京都市南区|弘仁14年1月19日|空海が天皇から京都の東寺を下賜され､教王護国
  寺と称する
823年3月5日-09:00|日本|高知県土佐清水市|弘仁14年1月19日|空海､土佐国足摺崎に金剛福寺を建立
823年4月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ皇帝｢ﾛﾀﾘｳｽ1世｣ﾙﾄﾞｳｨｸｽ1世の長男(08400620
  まで共同統治~08550929死去)
823年4月5日-09:00|日本|  ||弘仁14年2月21日|太宰府管内の諸国に公営田制度を導入
823年4月10日-09:00|日本|滋賀県大津市|弘仁14年2月26日|比叡山寺が延暦寺と改号
823年4月15日-09:00|日本|石川県|弘仁14年3月1日|越前国[加賀郡､江沼郡]→加賀国分立
823年5月23日-08:00|中国|  ||唐･長慶3年4月10日|陸州のﾘｮｳがそむいた
823年5月29日-09:00|日本|  ||弘仁14年4月16日|<践祚>践祚(第52代嵯峨天皇の弟)/4月27日53代:淳和天皇とし
  て即位(~08330228)
823年5月29日-09:00|日本|  ||弘仁14年4月16日|<退位>第52代嵯峨天皇
823年6月6日-09:00|日本|  ||弘仁14年4月24日|<死去>文室綿麻呂､征夷大将軍､公卿(生年765年)
823年7月15日-09:00|日本|石川県|弘仁14年6月4日|加賀国江沼郡の北部から能美郡､加賀郡の南部から石川郡が
  分けられた
823年7月15日-09:00|日本|福井県|弘仁14年6月4日|丹生郡の18郷3駅のうち9郷1駅を割いて今立郡を立てる
823年8月23日-08:00|中国|  ||唐･長慶3年7月14日|黄洞蛮が欽州を陥落させた
823年10月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｽﾗﾌﾞ人のﾄｰﾏｽが小ｱｼﾞｱでﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ帝国に反乱し首都占領を目指すが失敗
823年10月8日-08:00|中国|  ||唐･長慶3年9月1日|朔､日食があった
823年11月16日-08:00|中国|  ||唐･長慶3年10月10日|黄洞蛮が安南を寇した
823年12月28日-09:00|日本|京都府京都市|弘仁14年11月23日|大蔵省焼失
824年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ｵﾏｰﾝ(元首)ｲﾏｰﾑ:ｱﾀﾞﾙﾏﾘｸ･ﾋﾞﾝ･ﾌﾏｲﾄﾞ
824年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｳﾙｼﾞｪｲ伯･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢Galindo1世Aznarez｣(~834年)
824年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾝﾌﾞﾛｰﾅ王｢ｲﾆｺﾞ･ｱﾘｽﾀ｣ﾌﾗﾝｸ王国の権威に反旗を翻し建国(~851年)
824年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾍﾞｽﾄﾌｫｰﾙﾄﾞ王｢Olav Gudrodsson "Geirstad-alv"｣(~840年)
824年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾙｽﾀﾑ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾌﾞｰ･ｻｲｰﾄﾞ･ｱﾌﾗﾌ｣ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙ=ﾜｯﾊｰﾌﾞの子(~872年)
824年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||ﾌﾗﾝｸ王国の共同皇帝ﾛﾀｰﾙ1世がﾛｰﾏ協約を結ぶ/皇帝権が教皇権を上回ることを定
  める
824年2月4日-09:00|日本|東京都港区|弘仁15年|弘法大師,麻布山善福寺創建<真言宗→浄土真宗本願寺派>
824年2月4日-08:00|中国|  ||唐･長慶4年|<死去>回鶻可汗国第10代可汗｢崇徳可汗(不明)ｷｭﾝ･ﾃﾝｸﾞﾘﾃﾞ･ｳﾙｸﾞ･ﾎﾞﾙ
  ﾐｼｭ･ｷｭﾁｭﾘｭｸﾞ･ﾋﾞﾙｹﾞ･ｶｶﾞﾝ｣
824年2月4日-08:00|中国|  ||唐･長慶4年|<即位>回鶻可汗国第11代可汗｢昭礼可汗(曷薩特勤)ｱｲ･ﾃﾝｸﾞﾘﾃﾞ･ｸﾄ･ﾎﾞ
  ﾙﾐｼｭ･ｱﾙﾌﾟ･ﾋﾞﾙｹﾞ･ｶｶﾞﾝ｣(~832年)
824年2月4日-08:00|中国|  ||南詔･保和1年|南詔の勧豊祐が保和(-839年)と改元
824年2月8日-09:00|日本|  ||天長1年1月5日|弘仁から天長に改元
824年2月11日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第98代ﾛｰﾏ教皇｢ﾊﾟｽｶﾘｽ1世｣
824年2月25日-08:00|中国|  ||唐･長慶4年1月22日|<死去>唐第15代皇帝｢穆宗李恒｣(30)清思殿で崩御
824年2月29日-08:00|中国|  ||唐･長慶4年1月26日|<即位>唐第16代皇帝｢敬宗李湛｣(~宝暦2年12月8日(827年1月
  9日)死去)
824年3月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ王国ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｽｯﾎﾟ1世｣
824年3月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ王国ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｱﾃﾞﾗｰﾄﾞ｣(~8月)
824年4月1日-08:00|中国|  ||唐･長慶4年2月28日|黄洞蛮が降った
824年5月8日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第99代ﾛｰﾏ教皇｢ｴｳｹﾞﾆｳｽ2世｣(~08270827死去)
824年5月19日-08:00|中国|  ||唐･長慶4年4月17日|染坊匠の張韶がそむき､左神策軍に幸し､張韶が処刑された
824年8月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾏｳﾘﾝｸﾞ｣⇒｢ｱﾃﾞﾙｷｽ1世｣(~834年死去)
824年8月5日-09:00|日本|  ||天長1年7月7日|<死去>第51代平城天皇/51歳
824年9月-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ﾁｭﾆｽでﾏﾝｽｰﾙがｱｸﾞﾗﾌﾞ朝に反乱し､ｶｲﾗﾜｰﾝを占領
824年9月17日-08:00|中国|  ||唐･長慶4年8月21日|黄洞蛮が安南を寇した
824年9月17日-08:00|中国|  ||唐･長慶4年8月21日|中官の季文徳が反乱を計画し､処刑された
824年10月5日-09:00|日本|  ||天長1年9月10日|勘解由使を復す
824年10月22日-09:00|日本|京都府京都市右京区|天長1年9月27日|河内国の神願寺を高雄山寺の地に移し､神護
  寺と称す
824年10月26日-09:00|日本|  ||天長1年10月1日|多ね島司を廃止､[能満郡､熊毛郡､馭謨郡､益救郡]→[熊毛郡､
  馭謨郡]に統合､大隅国に編入
824年12月7日-08:00|中国|  ||唐･長慶4年11月13日|環王と黄洞蛮が陸州を陥落させ､刺史の葛維がここに死ん
  だ
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825年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Shahriyar1世｣
825年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Shapur｣⇒｢Karenid Mazyar｣(~839.9死去)
825年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾗﾝﾎﾟｰ｣ｼﾞﾛｰﾅ伯､ﾊﾞｻﾞﾙｰ伯
825年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ王｢ｳﾞｨｵﾏﾙｸ｣ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ辺境伯領のﾅﾝﾄ伯ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ1世に殺された
825年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾍｰｾﾞﾋﾞｭｰで北欧初の貨幣鋳造
825年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Athelwulf Ecgbehrtes sunu(Ecgberht3世)｣(~08390204死去)
825年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<廃位>ｹﾝﾄ王｢Baldred｣
825年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｪｾｯｸｽがﾏｰｼｱから分離(従属)王権の下でｴｾｯｸｽ､ｻｾｯｸｽ､ｹﾝﾄを引き継ぎぐ(~860年)
825年1月23日-09:00|韓国|  ||新羅･憲徳王17年1月|<即位>長安王｢金梵文｣高達山(京畿道驪州郡)を根拠として
  反乱(~830年北漢山州(京畿道広州市)の都督によって鎮圧)
825年1月29日-08:00|中国|  ||唐･寶暦1年1月7日|唐･敬宗が宝暦(-827年2月)と改元
825年4月21日-09:00|日本|大阪府|天長2年3月30日|摂津国江南四郊を和泉国に属させる
825年5月1日-09:00|日本|大阪府|天長2年4月10日|摂津国府を豊島郡家以南に移す
825年7月24日-09:00|日本|  ||天長2年7月6日|高棟王(桓武天皇の皇子である一品･葛原親王の長男)が平姓を賜
  って臣籍に下る(桓武平氏の誕生)
825年7月28日-09:00|日本|福井県|天長2年7月10日|若狭国遠敷郡を割いて大飯郡を立てる
825年8月9日-09:00|日本|京都府与謝郡伊根町|天長2年7月22日|<創建>浦嶋神社(本庄浜)
825年8月19日-09:00|日本|  ||天長2年閏7月2日|葛原親王､重ねて子女に平姓賜姓を願い､許される/高棟王らに
  平姓を賜う(賜姓桓武平氏)
825年9月7日-09:00|日本|大阪府|天長2年閏7月21日|和泉国四郊を元に戻す
825年12月14日-08:00|中国|  ||唐･寶暦1年11月1日|唐･宰相李訓が､宦官たちを一掃しようとして失敗し､殺さ
  れる(甘露の変)
826年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾘｯﾁｬﾋﾞ朝国王｢Baliraja｣
826年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第56代ｱﾐｰﾙ:ｱﾌﾞﾀﾞﾗ･ｲﾋﾞﾝ･ﾀﾋｱ･ｱﾙｸﾗｻﾆ(~827)
826年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ｾﾌﾟﾃｨﾏﾆｱ辺境伯ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ(ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ1世)｣(~832年)
826年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢Hywel ap Caradog｣
826年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏｰｼｱ王･ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢ﾍﾞｵﾙﾝｳﾙﾌ｣殺される
826年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Athelstan1世｣独立(~847年死去)
826年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢ﾒﾙｳﾞｨﾝ･ｳﾞﾘｯﾌ･ｱﾌﾟ･ｸﾞﾘｱﾄﾞ｣(~845年死去)
826年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾏｰｼｱ王｢ﾙﾃﾞｶ｣(~827年戦死)
826年1月12日-09:00|日本/中国/朝鮮|  ||渤海･建興7年12月|渤海使高承祖ら103人が隠岐に来着/翌年5月帰国
826年2月10日-09:00|日本|東京都足立区|天長3年|五智山遍照院総持寺(西新井大師)創建<真言宗豊山派>
826年4月25日-09:00|日本|大分県別府市|天長3年3月15日|竈門八幡宮(別府)に神宮寺が置かれる
826年5月11日-08:00|中国|  ||唐･寶暦2年4月1日|横海軍節度使の李全略が亡くなり､その子の李同捷がそむい
  た
826年6月9日-09:00|日本|  ||天長3年5月1日|<死去>淳和天皇皇子恒世親王(22/母:桓武天皇皇女高志内親王)
826年6月22日-08:00|中国|  ||唐･寶暦2年5月13日|幽州盧龍軍が乱を起こし､その節度使の朱克融を殺し､その
  子の朱延嗣が節度使を自称
826年6月28日-09:00|日本|  ||天長3年5月20日|良岑安世ら､『経国集』を撰上
826年7月21日-09:00|日本|  ||天長3年6月13日|文章生選抜の制を旧に復す
826年8月7日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･憲徳王18年7月|新羅､ｶｲ江に長城を築く
826年8月30日-09:00|日本|  ||天長3年7月24日|<死去>左大臣藤原冬嗣[0775年生～](享年52)
826年10月10日-09:00|日本|  ||天長3年9月6日|上総･常陸･上野が親王任國となる
826年11月4日-09:00|韓国|  ||新羅･興徳王1年10月|<死去>新羅王｢憲徳王｣
826年11月4日-09:00|韓国|  ||新羅･興徳王1年10月|<即位>新羅王｢興徳王｣(~836.12死去)
827年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Dappula3世｣Aggabodhi8世の弟(~843年)
827年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第57代ｱﾐｰﾙ:ｲｻ･ｲﾋﾞﾝ･ﾔｼﾞﾄﾞ･ｱﾙｼﾞｭﾙﾃﾞｨ(~829)
827年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｲｸﾘﾃｨﾔ(ｸﾚﾀ島)首長｢ｱﾌﾞｰ･ﾊﾌｽ･ｳﾏﾙ1世ｱﾙ=ｲｸﾘﾃｨｼ｣(~855年)
827年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ/ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||ﾄﾗﾝｼﾙﾊﾞﾆｱはﾌﾞﾙｶﾞﾘｱの一部(~895年)
827年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王ﾎﾘｯｸ1世(~854年)
827年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏｰｼｱ王｢ﾙﾃﾞｶ｣戦死
827年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾏｰｼｱ王｢ｳｨｸﾞﾗﾌ｣(1期目~829年廃位)
827年1月9日-08:00|中国|  ||唐･寶暦2年12月8日|<死去>唐第16代皇帝｢敬宗李湛｣(18)劉克明らに殺される
827年1月13日-08:00|中国|  ||唐･寶暦2年12月12日|<即位>唐第17代皇帝｢文宗李昂｣(~開成5年1月4日(840年2月
  10日)死去)王守澄ら､劉克明らを討ち帝位に就ける
827年1月31日-09:00|日本|大阪府河内長野市|天長4年|多度郡人俗姓佐伯氏の実恵,河内観心寺を開創
827年3月14日-08:00|中国|  ||唐･太和1年2月13日|唐･文宗が大和(-835年12月)と改元
827年6月-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｱｸﾞﾗﾌﾟ朝ｲｽﾗﾑ勢力がｼｼﾘｰ島への侵略を開始
827年6月17日-09:00|日本|  ||天長4年5月20日|良岑安世ら｢経国集｣(勅撰漢詩集)撰上
827年7月10日-09:00|日本|  ||天長4年6月13日|文章生選抜の制を旧に復す
827年8月8日-09:00|日本|京都府|天長4年7月12日|京都大地震､舎屋多くが倒壊
827年8月27日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第99代ﾛｰﾏ教皇｢ｴｳｹﾞﾆｳｽ2世｣
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827年8月31日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第100代ﾛｰﾏ教皇｢ｳｧﾚﾝﾃｨﾇｽ｣(~08271010死去)
827年10月10日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第100代ﾛｰﾏ教皇｢ｳｧﾚﾝﾃｨﾇｽ｣
827年12月20日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第101代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ4世｣(~08440125死去)
828年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ｻﾝﾀﾞﾃｨﾝ｣(~843年)
828年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｱﾌﾞﾊｼﾞｱ王｢ﾃｵﾄﾞｼｳｽ2世｣(~855年)
828年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾀｰﾋﾙ朝国王｢ﾀﾙﾊ･ｲﾌﾞﾝ･ﾀｰﾋﾙ｣
828年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾀｰﾋﾙ朝国王｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ･ｲﾌﾞﾝ･ﾀｰﾋﾙ｣ﾀｰﾋﾙ1世の子でﾀﾙﾊの弟(~845年死去)
828年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第11代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｼﾞｭｽﾃｨﾆｱｰﾉ･ﾊﾟﾙﾃﾁﾊﾟﾂｨｵ｣(~829年)
828年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾄｽｶｰﾅ辺境伯｢ﾎﾞﾆﾌｧｰﾁｮ2世｣ﾎﾞﾆﾌｧｰﾁｮ1世の子(~834年)
828年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢Emenon｣Bernard2世の兄弟(~839年)､｢Renaud｣(~843年死去)
828年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾓﾛｯｺ国王(ｲﾄﾞﾘｰｽ朝)｢ｲﾄﾞﾘｰｽ･ｲﾌﾞﾝ･ｲﾄﾞﾘｰｽ(ｲﾄﾞﾘｰｽ2世)｣
828年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾓﾛｯｺ国王(ｲﾄﾞﾘｰｽ朝)｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ｲﾄﾞﾘｰｽ｣(~836年死去)
828年1月21日-09:00|日本|宮城県宮城郡松島町|天長5年|慈覚大師円仁,瑞厳寺｢松島青龍山瑞巌円福禅寺｣創建(
  伊達家菩提寺)<臨済宗妙心寺派>
828年2月-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｶﾘﾝｼｱがｶﾗﾝﾀﾆｱ･ﾏｰﾁ(ﾏﾙｶ･ｶﾗﾝﾀﾅ)として併合され､ﾊﾞｲｴﾙﾝに付属するﾌﾗﾝｸ人の
  侯爵が支配
828年5月14日-09:00|日本|静岡県|天長5年閏3月27日|萩原王を射殺した罪により大中臣春継を伊豆に配流
828年8月5日-08:00|中国|  ||唐･太和2年6月21日|?州刺史の王昇朝がそむき､処刑された
828年8月31日-08:00|中国|  ||唐･太和2年7月17日|魏博節度使の史憲誠が同捷と平原で戦い､これを破った
828年9月3日-08:00|中国|  ||唐･太和2年7月20日|彗星が右摂提に出現
828年9月28日-08:00|中国|  ||唐･太和2年8月16日|王廷湊がそむいた
828年10月1日-08:00|中国|  ||唐･太和2年8月19日|義武軍節度使の柳公済が王廷湊と新楽で戦い､これを破った
828年10月8日-08:00|中国|  ||唐･太和2年8月26日|劉従諫がまた臨城で王廷湊を破った
828年10月10日-08:00|中国|  ||唐･太和2年8月28日|史憲誠が李同捷と平原で戦い､これを破った
828年10月12日-08:00|中国|  ||唐･太和2年8月30日|劉従諫が王廷湊と昭慶で戦い､これを破った
828年11月1日-08:00|中国|  ||唐･太和2年9月20日|柳公済がまた王廷湊を博野で破った
828年11月8日-08:00|中国|  ||唐･太和2年9月27日|安南軍が乱を起こし､その都護の韓約を追放
828年11月18日-08:00|中国|  ||唐･太和2年10月8日|史憲誠が李同捷と平原で戦い､これを破った
828年12月6日-09:00|日本|  ||天長5年10月26日|<死去>勇山文継､官人､漢詩人(生年773年)
828年12月6日-08:00|中国|  ||唐･太和2年10月26日|史憲誠が李同捷と平原で戦い､これを破った
828年12月10日-08:00|中国|  ||唐･太和2年10月30日|幽州盧龍軍節度使の李載義がまた李同捷を長蘆で破った
829年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第58代ｱﾐｰﾙ:ｳﾏｲｱ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙﾜﾘﾄﾞ(~830殺害される)
829年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第12代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾟﾙﾃﾁﾊﾟﾂｨｵ1世｣(~836年)
829年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ公｢ﾐｽﾗﾌ｣(~845年死去)
829年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||ﾀﾞﾙﾏﾁｱ､ﾌｨｳﾒはｸﾛｱﾁｱ公国(⇒988年､王国)の一部
829年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊﾟﾘ公会議で王権の義務を統一､王の職務は神の子たる人民を･･･
829年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<廃位>ﾏｰｼｱ王｢ｳｨｸﾞﾗﾌ｣
829年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏｰｼｱをｳｪｾｯｸｽが統治(~830年)
829年1月9日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･憲徳王20年12月|新羅の大廉が唐から茶の種子を持ち帰り地理山に植
  える
829年1月22日-08:00|中国|  ||唐･太和2年12月14日|魏博行営兵馬使のｷ志沼がそむいた
829年1月23日-09:00|日本|種智院大学|天長5年12月15日|空海が京都の邸宅に庶民教育や学芸の教育を目的に｢
  綜芸種智院｣設置
829年2月8日-08:00|中国|  ||唐･太和3年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢尉遅耶｣(~843年)
829年2月26日-08:00|中国|  ||唐･太和3年1月19日|宣武･河陽の兵がｷ志沼を討ちｷ志沼は鎮州に逃れた
829年4月7日-09:00|日本|奈良県高市郡明日香村|天長6年3月|飛鳥坐神社が鳥形山に遷座/おんだ祭りで有名
829年5月25日-08:00|中国|  ||唐･太和3年4月19日|滄景節度使の李祐が徳州を落とし､李同捷が降った
829年7月26日-09:00|日本|  ||天長6年6月22日|<死去>平善棟､皇族(生年生年未詳)
829年7月30日-08:00|中国|  ||唐･太和3年6月26日|魏博軍に乱があり､その節度使の史憲誠を殺し､都知兵馬使
  の何進滔が留後を自称
829年9月21日-09:00|日本|  ||天長6年8月20日|<死去>光仁天皇皇女酒人内親王(76/桓武天皇妃､第21代伊勢斎
  王)
829年10月2日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国(ｱﾓﾘｱ朝)皇帝｢ﾐｶｴﾙ2世ﾄﾗﾌﾞﾛｽ｣
829年10月2日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国(ｱﾓﾘｱ朝)皇帝｢ﾃｵﾌｨﾛｽ｣ﾐｶｴﾙ2世の子(~08420120死去)
829年11月30日-08:00|中国|  ||唐･太和3年11月|この月､雲南蛮がｽｲ･ｷｮｳの二州を陥落させた
830年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<再任>ｲﾍﾞﾘｱ公｢ﾊﾞｸﾞﾗﾄ1世｣(~876年死去)､｢ｱﾀﾞﾙﾅｰｾﾞ2世｣(~870年)､｢ｸﾞｱﾗﾑ｣
830年-03:00|ｲﾗｸ|  |||ｶﾘﾌのﾏｰﾑｰﾝがﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞに｢知恵の家｣を建設
830年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第60代ｱﾐｰﾙ:ｲｻ･ｲﾋﾞﾝ･ﾔｼﾞﾄﾞ･ｱﾙｼﾞｭﾙﾃﾞｨ(~830)→同年<就任>第6
  1代ｱﾐｰﾙ:ｱﾌﾞﾄﾞｳｪﾔ･ｲﾌﾞﾝ･ｶﾞﾊﾞﾗ(~831解任)
830年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾛﾜ伯｢William｣(~834年死去)
830年-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>大ﾓﾗｳﾞｨｱ公(ﾓｲﾐｰﾙ朝)｢ﾓｲﾐｰﾙ1世｣西ｽﾗﾌﾞ族が建国(~846年8月死去)
830年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞﾘｨｳｨｼﾝｸﾞ王｢Rhys ap Arthfael｣(~840年)
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830年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<復位>ﾏｰｼｱ王｢ｳｨｸﾞﾗﾌ｣(2期目~839年死去)
830年 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||ﾏﾔのﾍﾟﾃﾝ地域で非ﾏﾔ的なｵﾚﾝｼﾞ土器が出現
830年1月2日-08:00|中国|  ||唐･太和3年12月4日|雲南蛮が成都を寇し､右領軍衛大将軍の董重質が左右神策及
  諸道行営西川都知兵馬使となってこれを討伐
830年1月11日-08:00|中国|  ||唐･太和3年12月13日|雲南蛮が梓州を寇した
830年1月14日-08:00|中国|  ||唐･太和3年12月16日|雲南蛮が蜀州を寇した
830年1月28日-09:00|日本|埼玉県川越市|天長7年|無量寿院創建(→喜多院)<天台宗>
830年1月28日-08:00|中国|  ||渤海･建興12年|<死去>渤海国王｢宣王大仁秀｣
830年1月28日-08:00|中国|  ||渤海･建興12年|<即位>渤海国王｢大彝震｣(~咸和27年(857年)死去)
830年1月30日-09:00|日本|秋田県|天長7年1月3日|出羽で地震/秋田城郭官舎､四天王寺六仏像､四王堂舎など倒
  壊/死者15人
830年3月8日-08:00|中国|  ||唐･太和4年2月10日|興元軍に乱があり､その節度使の李絳を殺した
830年4月29日-08:00|中国|  ||唐･太和4年4月3日|奚が辺境を寇し､李載義がこれを破った
830年9月16日-09:00|日本|京都府京都市|天長7年8月26日|冷然院に寝殿を増築
830年10月26日-09:00|日本|  ||天長7年10月7日|｢新撰格式｣を撰上
830年12月5日-09:00|日本|  ||天長7年11月17日|神祇･八省･弾正･左右京･東宮･勘解由･六衛･左右兵庫格式を領
  行
831年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾄﾞﾗ朝国王｢Nannuka｣(~845年)
831年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第62代ｱﾐｰﾙ:ｲｻ･ｲﾋﾞﾝ･ﾏﾝｽｰﾙ(~832解任)
831年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ﾏﾗﾐﾙ｣(~836年)
831年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾅﾝﾄ伯｢Ricwin｣(~8410625死去)
831年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾒｰﾇ公｢ﾋﾟﾋﾟﾝ1世｣(~8381213死去)
831年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｲﾗｸ|  |||ｲｽﾗﾑによりﾊﾟﾚﾙﾓ陥落
831年2月16日-09:00|日本|  ||天長8年|滋野貞主ら｢秘府略千巻｣(日本最古の類書)撰上
831年2月16日-08:00|中国|  ||渤海･咸和1年|渤海の大彝震が咸和(-857年)と改元
831年3月8日-08:00|中国|  ||唐･太和5年1月21日|幽州盧龍軍が乱を起こし､その節度使の李載義を追放し､莫州
  刺史の張慶初を殺し､兵馬使の楊志誠が留後を自称
831年6月-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｱｸﾞﾗﾌﾟ朝軍ｲｽﾗﾑがｼﾁﾘｱのﾊﾟﾚﾙﾓを占領
832年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||雲南のﾁﾍﾞｯﾄ･ﾋﾞﾙﾏ族の国の南詔がﾋﾞﾙﾏに勢力を拡大､ﾋﾞﾙﾏのﾀﾚｹｯﾀﾗ王朝を滅ぼす
832年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第63代ｱﾐｰﾙ:ｷﾀﾞｰ･ﾅｽｱ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞﾀﾞﾗｰ(~834)
832年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｽﾃﾌｧﾝ3世｣
832年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯･ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯･ﾙｼｮﾝ伯｢ﾍﾞﾗﾝｼﾞｭ賢伯｣ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯(~835.6)
832年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰﾇ伯｢ﾊﾞﾝｽﾞﾚｲﾌﾞｽ｣(~同年)⇒｢ﾛｺﾞﾝ1世｣(~8390616死去)
832年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ﾎﾞｰﾅｽ｣(~834年)
832年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ｼｶｰﾄﾞ｣(~839年死去)
832年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｱｲﾝﾊﾙﾄが｢ｶｰﾙ大帝伝｣を完結
832年2月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ｲﾗｸ|  |||ﾏｰﾑｰﾝがｴｼﾞﾌﾟﾄに遠征し､ｷﾘｽﾄ教徒の反乱を鎮圧
832年5月1日-08:00|中国|  ||唐･太和6年3月27日|<死去>回鶻可汗国第11代可汗｢昭礼可汗(曷薩特勤)ｱｲ･ﾃﾝｸﾞﾘﾃ
  ﾞ･ｸﾄ･ﾎﾞﾙﾐｼｭ･ｱﾙﾌﾟ･ﾋﾞﾙｹﾞ･ｶｶﾞﾝ｣配下に殺される
832年5月1日-08:00|中国|  ||唐･太和6年3月27日|<即位>回鶻可汗国第12代可汗｢彰信可汗(胡特勤)ｱｲ･ﾃﾝｸﾞﾘﾃﾞ･
  ｸﾄ･ﾎﾞﾙﾐｼｭ･ｱﾙﾌﾟ･ｷｭﾘｭｸﾞ･ﾋﾞﾙｹﾞ･ｶｶﾞﾝ｣(~839年)
832年5月14日-09:00|日本|京都府京都市北区|天長9年4月11日|淳和天皇､紫野院を雲林院と改称
832年6月12日-09:00|日本|兵庫県明石市|天長9年5月11日|清原夏野､私財を投じて播磨国魚住泊を築く
832年7月31日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･興徳王7年7月|大雨で凶作となり餓えた民衆が盗賊となって蜂起
833年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ｼｬｲﾚﾝﾄﾞﾗ朝国王｢ｻﾏﾗﾄｩﾝｶﾞ｣
833年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼｬｲﾚﾝﾄﾞﾗ朝国王｢ﾌﾟﾗﾓｰﾀﾞｳﾞｧﾙﾀﾞﾆｰ｣(~850年);｢ﾊﾞｰﾗﾌﾟﾄﾗ･ﾃﾞﾜ｣(~860年)
833年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟﾗﾃｨｰﾊｰﾗ朝国王｢ﾗｰﾏﾊﾞﾄﾞﾗ｣(~836年)
833年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾗｺﾞﾝ伯｢ｶﾞﾘﾝﾄﾞ･ｶﾞﾙｾｽ｣ｶﾞﾙｼｱ･ｴﾙ･ﾏｰﾛの息子(~844年)
833年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｪﾙﾏﾝﾄﾞﾜ伯｢Hugh｣(~844年)､｢Adalard｣(~864年)
833年-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾆﾄﾗ公｢ﾗｽﾁｽﾗﾌ｣(~846年8月)
833年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾆｰﾙ･ｶｲﾕ･ﾏｯｸ･ｱｴﾀﾞ｣(~846年没)
833年3月9日-09:00|日本|  ||天長10年2月15日|清原夏野らが5年の歳月をかけた養老令の官撰注釈書｢令義解｣
  が完成
833年3月22日-09:00|日本|  ||天長10年2月28日|<受禅>皇太子正良親王/3月6日､54代仁明天皇として即位
833年3月22日-09:00|日本|  ||天長10年2月28日|<譲位>第53代淳和天皇
833年6月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｸ王ﾙｲ1世(敬虔王､ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世)､ｼｬﾝ･ﾃﾞ･ﾏﾝｿﾝｼﾞｭで王子たちに捕縛され降伏
833年8月7日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第7代ｶﾘﾌ｢ﾏｱﾑｰﾝ｣
833年8月9日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第8代ｶﾘﾌ｢ﾑｳﾀｽｨﾑ｣(~08420105死去)
833年10月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<廃位>ﾌﾗﾝｸ王｢ﾙｲ1世(敬虔王､ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世)｣長子ﾛﾀｰﾙにより
834年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第64代ｱﾐｰﾙ:ﾓｻﾞﾌｧｰ･ｲﾌﾞﾝ･ｷﾀﾞｰ(~834)→<就任>第65代ｱﾐｰﾙ:ﾓｳｻ
  ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞ･ｱﾙｱｯﾊﾞｽ(~839)
834年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｱﾃﾞﾙｷｽ1世｣
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834年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｳﾙｼﾞｪｲ伯･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢Sunifred1世｣(~848年)
834年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾄｰﾀﾞﾝ伯｢William｣ﾌﾞﾛﾜ伯(~同年死去)⇒ﾌﾞﾛﾜ伯｢ｳｰﾄﾞ1世｣(~865年)兼ｼｬﾄｰﾀﾞﾝ伯
  (~8710610死去)
834年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｸ王国ｳﾞｪﾙﾏﾝﾄﾞﾜ伯｢Pepin2世｣(~850年)
834年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ﾚｵ｣⇒｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ2世｣(~840.3殺される)
834年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋﾟｸﾄ王｢Oenghus mac Ferghusa(Angus2世)｣
834年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Drest mac Causantin(Drest9世)｣(~836年死去)
834年2月12日-09:00|日本|滋賀県犬上郡甲良町|天長11年|三修上人,西明寺創建<天台宗>
834年2月14日-09:00|日本|  ||承和1年1月3日|天長から承和に改元
834年3月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<復位>ﾌﾗﾝｸ王ﾙｲ1世(敬虔王､ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世)
834年3月10日-09:00|日本|  ||承和1年1月27日|検非違使別当を設置
834年3月14日-08:00|中国|  ||唐･太和8年2月1日|朔､日食があった
834年3月26日-09:00|日本|  ||承和1年2月13日|<死去>桓武天皇皇子明日香親王(母:紀若子)
834年5月31日-09:00|日本|  ||承和1年4月20日|紀伝博士を廃止/文章博士を一名増員
834年6月29日-09:00|日本|  ||承和1年5月19日|<任命>鎮守府将軍｢物部匝瑳熊猪｣(~不詳)
834年8月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ｣(~836年死去)
834年9月28日-09:00|日本|京都府京都市|承和1年8月22日|暴風雨の為､京中の民家が多数倒壊
834年10月9日-08:00|中国|  ||唐･太和8年9月3日|彗星が太微に出現
834年11月8日-08:00|中国|  ||唐･太和8年10月4日|幽州盧龍軍の大将の史元忠がその節度使の楊志誠を追放し､
  権句当節度兵馬を自称
835年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｼｭﾘｰｳﾞｨｼﾞｬﾔ王国(ｽﾏﾄﾗ島のﾊﾟﾚﾝﾊﾞﾝを中心に栄えた通商国家)後継者争いに破れたｼｬ
  ｲﾚｰﾝﾄﾞﾗ家の王子ﾊﾞｰﾗﾌﾟﾄﾗがｽﾏﾄﾗ島に逃れ､ｼｭﾘｰｳﾞｨｼﾞｬﾔの王女と結婚して同国の王統を継ぎ､｢ﾏﾊｰ･ﾗｰｼﾞｬ(大王
  )｣を称した
835年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾋﾞﾙﾏでﾓﾝ族のﾍﾟｸﾞｰ王国が興る
835年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾄｽｶｰﾅ辺境伯｢ｱｶﾞｰﾉ｣(~845年)
835年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢Ranulph1世｣(~866年死去)
835年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Domhnall mac Caustantin｣
835年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Aedh mac Boanta｣(~839年死去)
835年1月2日-08:00|中国|  ||唐･太和8年11月30日|莫州軍が乱を起こし､その刺史の張惟汎を追放
835年1月7日-09:00|日本|  ||承和1年12月5日|｢令義解｣を施行
835年2月2日-09:00|日本|長崎県壱岐市|承和2年|新羅人の来航に備え､壱岐島内を防人330人に守らせる
835年2月23日-09:00|日本|  ||承和2年1月22日|承和昌宝を鋳造
835年4月22日-09:00|日本|  ||承和2年3月21日|<死去>弘法大師(空海)/62歳(誕生:宝亀5(774)0615)真言宗開祖
835年6月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<再任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ｾﾌﾟﾃｨﾏﾆｱ辺境伯ﾍﾞﾙﾅﾙﾄﾞ｣(~844年死去)
835年6月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ﾍﾞﾗﾝｼﾞｪ賢伯｣
835年6月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Sunyer1世｣(~841年)
835年6月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ﾍﾞﾙﾅｰﾙ･ﾄﾞ･ｾﾌﾟﾃｨﾏﾆｰ｣ｷﾞﾖｰﾑ･ﾄﾞ･ｼﾞｪﾛｰﾇの子(~842年廃位);ﾊﾞﾙｾﾛﾅ
  伯･ﾙｼｮﾝ伯(~844年)
835年7月31日-09:00|日本|  ||承和2年7月3日|諸国の守･介の任期を4年とする/但し大宰府･陸奥･出羽に関して
  は変わらず
835年12月14日-08:00|中国|  ||唐･太和9年11月21日|唐･宰相李訓らが宦官を集め抹殺しようと図るが失敗(甘
  露の変)李訓は鳳翔に逃れた
836年-08:00|中国|  |||<死去>吐蕃国王ﾃｨﾂｸ･ﾃﾞﾂｪﾝ
836年-08:00|中国|  |||<即位>吐蕃国王ﾗﾝ･ﾀﾞﾙﾏ(~842年)
836年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｱｳﾞｧｽｶﾞﾙ国(⇒後にﾊﾞﾙﾜﾆ国)
836年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟﾗﾃｨｰﾊｰﾗ朝国王｢ﾎﾞｰｼﾞｬ1世｣(~885年死去)
836年-03:00|ｲﾗｸ|  |||ｱｯﾊﾞｰｽ朝8代ｶﾘﾌのﾑｰﾀｽｨﾑがｻｰﾏｯﾗｰへ遷都
836年-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国ﾊﾝ｢ﾌﾟﾚｼｱﾝ1世｣(~852年死去)
836年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ｣
836年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第13代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾄﾗﾄﾞﾆｺ｣(~08640913死去)
836年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾍﾞﾚﾝｶﾞｰ｣(~841年)
836年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋﾟｸﾄ王｢Drest mac Causantin(Drest9世)｣
836年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾓﾛｯｺ国王(ｲﾄﾞﾘｰｽ朝)｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ｲﾄﾞﾘｰｽ｣
836年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Eogan mac Oenghusa｣(~839年死去)
836年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾓﾛｯｺ国王(ｲﾄﾞﾘｰｽ朝)｢ｱﾘｰ･ｲﾌﾞﾝ･ｲﾄﾞﾘｰｽ｣(~849年死去)
836年1月22日-08:00|中国|  ||唐･開成1年1月1日|朔､日食があった
836年1月22日-08:00|中国|  ||唐･開成1年1月1日|唐･文宗が開成(-840年12月)と改元
836年8月16日-09:00|日本|  ||承和3年7月|遣唐使船全船遭難､肥前国など九州各地に漂着/第3船が最も悲惨で
  対馬沖で遭難し船体が崩壊したとみられ判官の丹?文雄(多治比文雄)以下100余人が死亡
837年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｶﾙｶｿﾝﾇ伯･ｺﾝﾌﾗﾝ伯｢Oliba1世｣
837年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾙｶｿﾝﾇ伯｢ﾍﾞﾙﾅｰﾙ･ﾄﾞ･ｾﾌﾟﾃｨﾏﾆｰ｣ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯･ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯(~844年死去)
837年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ｱﾗﾔﾏﾝ｣建国(~849年頃)
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837年1月11日-09:00|韓国|  ||新羅･僖康王1年12月|<死去>新羅王｢興徳王｣
837年1月11日-09:00|韓国|  ||新羅･僖康王1年12月|<即位>新羅王｢僖康王｣(~838.1自殺)
837年3月22日-08:00|中国|  ||唐･開成2年2月12日|彗星が東方に出現
837年4月9日-09:00|日本|  ||承和4年3月|彗星東南に現れる
837年5月8日-09:00|日本|  ||承和4年4月|<任命>鎮守府将軍｢匝瑳末守｣(~不詳)
837年7月20日-08:00|中国|  ||唐･開成2年6月14日|河陽軍が乱を起こし､その節度使の李泳を追放
837年8月-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ｲﾗｸ|  |||ｱｯﾊﾞｰｽ朝軍がｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝのﾊﾞｰﾊﾞｸを討伐
837年8月2日-08:00|中国|  ||唐･開成2年6月27日|綿州のﾘｮｳがそむいた
837年8月6日-08:00|中国|  ||唐･開成2年7月2日|党項羌が振武を寇した
837年12月18日-08:00|中国|  ||唐･開成2年11月17日|隕石が興元に落ちた
838年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>古ﾏﾀﾗﾑ王国･ｼｬｲﾚﾝﾄﾞﾗ朝国王｢ﾗｶｲ･ﾋﾟｶﾀﾝ｣ｼｬｲﾚｰﾝﾄﾞﾗ朝のｻﾏﾗﾄｩﾝｶﾞの娘ﾌﾟﾗﾓｰﾀﾞ
  ｳﾞｧﾙﾀﾞﾆｰと結婚し､ｼｬｲﾚｰﾝﾄﾞﾗ朝の王となる(~850年)
838年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛﾝｺﾞﾊﾞﾙﾄﾞによるｱﾏﾙﾌｨ占領
838年1月10日-09:00|日本|京都府京都市|承和4年12月11日|大風の為､京中の民家の屋舎が多数倒壊
838年1月30日-09:00|日本|長崎県壱岐市|承和5年|新羅商人の往来に備え､壱岐島に弩師を置く
838年1月30日-08:00|中国|  ||唐･開成3年|<死去>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ﾃｨﾂｸ･ﾃﾞﾂｪﾝ(赤祖徳賛)｣
838年1月30日-08:00|中国|  ||唐･開成3年|<即位>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ﾗﾝ･ﾀﾞﾙﾏ(朗達瑪)｣(~842年死去)
838年1月30日-09:00|韓国|  ||新羅･僖康王3年1月|<死去>新羅王｢僖康王｣金明･利弘らが軍を起こして王の側近
  の貴族を殺害する反乱により宮中で首をくくって自殺
838年1月30日-09:00|韓国|  ||新羅･僖康王3年1月|<即位>新羅王｢閔哀王｣(~08390119殺害される)
838年3月30日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･閔哀王1年3月|張保皐のもとに集結した祐徴らの一派が軍事活動を起
  こし祐徴派の金陽が武州を下してさらに南原小京を陥落させた
838年6月10日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<死去>ｱｸﾞﾗﾌﾟ朝｢ｽﾞｨﾔｰﾀﾞ･ｱﾗｰﾌ1世｣
838年6月10日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ｱｸﾞﾗﾌﾟ朝｢ｱﾙ=ｱｸﾞﾗﾌﾞﾑ｣(~841年)
838年7月29日-09:00|日本|  ||承和5年7月5日|第17次遣唐使派遣/藤原常嗣､菅原善主､長岑高名､藤原貞敏､菅原
  梶成
838年11月11日-08:00|中国|  ||唐･開成3年10月21日|彗星が軫に出現
838年11月12日-09:00|日本|  ||承和5年10月22日|ﾊﾚｰ彗星が現れる/天皇は写経を命令(～11月中旬)
838年12月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱｷﾃｰﾇ王･ﾒｰﾇ公｢ﾋﾟﾋﾟﾝ1世｣
838年12月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ王(ｶﾛﾘﾝｸﾞ朝)｢ﾋﾟﾋﾟﾝ2世｣ﾋﾟﾋﾟﾝ1世の子(~864年);｢ｼｬﾙﾙ2世｣西ﾌﾗﾝｸ
  王､対立王(~855年)
838年12月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾒｰﾇ公｢ｼｬﾙﾙ禿頭公｣(~851年)
838年12月21日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･閔哀王1年12月|金陽が武州鉄冶県まで軍を進めたところで王は金敏
  周を派遣して迎撃したが金陽軍の前に壊滅
839年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第66代ｱﾐｰﾙ:ﾏﾚｸ･ｲﾌﾞﾝ･ｷﾀﾞｰ(~841)
839年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｳﾙｼﾞｪｲ伯･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢Aznar1世ｶﾞﾘﾝﾄﾞ｣
839年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ｼｶｰﾄﾞ｣暗殺される
839年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢Gerard｣(~8410625死去)
839年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾗﾃﾞﾙﾁｽ1世｣(~851年死去)
839年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾙﾘｱﾀ王｢Aedh mac Boanta｣
839年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋﾟｸﾄ王｢Eogan mac Oenghusa｣
839年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏｰｼｱ王｢ｳｨｸﾞﾗﾌ｣
839年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾄ王｢Feradach mac Bargoit｣(~842年死去)
839年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾏｰｼｱ王摂政｢Alfflad｣(~同年)⇒王｢Beorhtwulf｣(~852年死去)
839年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾀﾞﾙﾘｱﾀ沿岸を北欧が統治
839年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾄﾙｷﾞﾙｽ率いる北欧ｳﾞｧｲｷﾝｸﾞがﾀﾞﾌﾞﾘﾝｴﾘｱを占領(~845年)
839年1月4日-09:00|日本|  ||承和5年12月15日|遣唐使船への乗船拒否を咎められ小野篁を隠岐国に配流
839年1月19日-08:00|中国|  ||唐･開成4年|<死去>回鶻可汗国第12代可汗｢彰信可汗(胡特勤)ｱｲ･ﾃﾝｸﾞﾘﾃﾞ･ｸﾄ･ﾎﾞﾙ
  ﾐｼｭ･ｱﾙﾌﾟ･ｷｭﾘｭｸﾞ･ﾋﾞﾙｹﾞ･ｶｶﾞﾝ｣沙陀族に攻められ自殺
839年1月19日-08:00|中国|  ||唐･開成4年|<即位>回鶻可汗国第13代可汗｢ｺｳｿｳ特勤｣(~840年)
839年1月19日-09:00|日本|  ||承和6年1月|彗星兌方に見える｡長さおよそ1丈
839年2月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国国王･ｳｪｾｯｸｽ王｢ｴｸﾞﾊﾞｰﾄ｣兼ｹﾝﾄ王｢ｴｸﾞﾊﾞｰﾄ3世｣(64歳)
839年2月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｪｾｯｸｽ王｢ｴｸﾞﾊﾞｰﾄ･Ealhmundes sunu｣
839年2月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｹﾝﾄ王｢Athelwulf Ecgbehrtes sunu(Ecgberht3世)｣
839年2月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｳｪｾｯｸｽ王｢Athelwulf Ecgbehrtes sunu｣(~08580113死去)
839年2月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｹﾝﾄ王｢Athelstan Athelwulfes sunu｣(~855年死去)
839年2月6日-09:00|韓国|  ||新羅･閔哀王2年1月19日|<死去>新羅王｢閔哀王｣金陽軍の兵士に殺害される
839年2月6日-09:00|韓国|  ||新羅･閔哀王2年1月19日|<即位>新羅王｢神武王｣(~7.23死去)
839年2月7日-08:00|中国|  ||唐･開成4年1月20日|彗星が羽林に出現
839年3月12日-08:00|中国|  ||唐･開成4年閏1月23日|彗星が巻舌に出現
839年5月20日-09:00|日本|  ||承和6年4月4日|<死去>仁明天皇女御藤原沢子(光孝天皇生母)
839年6月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾒｰﾇ伯｢ﾛｺﾞﾝ1世｣
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839年6月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰﾇ伯｢ｶﾞｽﾞﾊﾞｰﾄ｣(~849年)
839年7月28日-09:00|日本|京都府京都市南区|承和6年6月15日|東寺講堂諸仏､開眼供養
839年8月13日-09:00|韓国/中国|  ||新羅･神武王1年7月|新羅･神武王が唐に対して使者を派遣
839年9月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｶﾘｳﾞｧﾝﾄﾞ王朝･ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Karenid Mazyar｣
839年9月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｶﾘｳﾞｧﾝﾄﾞ王朝君主｢Quhyar｣(~同年)
839年9月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Qarin1世｣(~867年死去)
839年9月4日-09:00|韓国|  ||新羅･神武王1年7月23日|<死去>新羅王｢神武王｣病死
839年9月4日-09:00|韓国|  ||新羅･神武王1年7月23日|<即位>新羅王｢文聖王｣(~857.9死去)
839年12月14日-09:00|日本|三重県伊勢市|承和6年11月5日|伊勢斎宮で火災/官舎一百余宇を焼失
840年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢ｷｭﾙ･ﾋﾞﾙｹﾞ･ﾊﾝ｣(~893年)
840年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ｵﾏｰﾝ(元首)ｲﾏｰﾑ:ｱﾙ=ﾑﾊﾝﾏ･ﾋﾞﾝ･ｼﾞｬｲﾌｧｰ
840年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾃﾞｭﾗﾌｨﾄﾞ王朝国王｢Abd al-Aziz ibn Abu Dulaf｣(~874年)
840年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾋﾞｺﾞｰﾙ伯｢Donatus Lupus1世｣
840年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢Bernard2世｣(~844.2死去)
840年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾌﾟｱ公｢ﾗﾝﾀﾞﾙﾌ1世ｲﾙ･ﾍﾞﾋｰﾉ｣(~843年)
840年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｻﾚﾙﾉ公｢ｼｺﾅﾙﾌ｣(~851年)
840年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾍﾞｽﾄﾌｫｰﾙﾄﾞ王｢Halvdan Gudrodsson "Svarte"｣(~863年)
840年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞﾘｨｳｨｼﾝｸﾞ王｢Hywel ap Rhys｣(~886年)
840年2月7日-08:00|中国|  ||唐･開成5年|<死去>回鶻可汗国第13代可汗｢ｺｳｿｳ特勤｣渠長の句録莫賀に殺される(
  ｳｨｸﾞﾙの崩壊)
840年2月7日-08:00|中国|  ||南詔･天啓1年|南詔の勧豊祐が天啓(-859年)と改元
840年2月10日-08:00|中国|  ||唐･開成5年1月4日|<死去>唐第17代皇帝｢文宗李昂｣(33)
840年2月20日-08:00|中国|  ||唐･開成5年1月14日|<即位>唐第18代皇帝｢武宗李ﾃﾝ｣(~会昌6年3月23日(846年4月
  22日)死去)
840年3月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ2世｣殺される
840年3月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｺﾝﾀﾙﾀﾞｽ｣⇒｢ｾﾙｷﾞｳｽ1世｣(~864年死去)
840年3月7日-09:00|日本|  ||承和7年1月30日|<任命>鎮守府将軍｢御春浜主｣(~不詳)
840年3月20日-08:00|中国|  ||唐･開成5年2月13日|彗星が室･壁に出現
840年3月21日-09:00|日本|  ||承和7年2月14日|小野篁､罪を許され隠岐国より帰京
840年5月26日-09:00|日本|  ||承和7年4月22日|改正格式を施行
840年6月11日-09:00|日本|  ||承和7年5月8日|<死去>第53代淳和上皇/55歳(誕生:延暦5(786))
840年6月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ皇帝｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世敬虔王｣(誕生778年)帝国は
  3年間内戦状態に陥った
840年10月29日-08:00|中国|  ||唐･開成5年10月1日|回鶻が天徳軍を寇した
840年12月3日-08:00|中国|  ||唐･開成5年11月6日|彗星が東方に出現
841年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｻﾏﾝ朝(ｻﾏﾙｶﾝﾄﾞ)ｱﾐｰﾙ｢Nuh ibn Asad｣
841年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第67代ｱﾐｰﾙ:ｱﾘ･ｲﾋﾞﾝ･ﾔｰﾔ･ｱﾙｱﾙﾏｰﾆ(~843解任)
841年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Alaric1世｣(~844年)
841年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾅﾝﾄ伯｢Renaud｣(~843年死去)
841年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾟﾘ伯｢ﾙﾀｰﾙ2世｣(~858年)
841年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ｱｸﾞﾗﾌﾟ朝｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ1世｣(~856年死去)
841年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｰﾘ首長国ｱﾐｰﾙ｢Kalfun｣(~852年)
841年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ﾉﾐﾉｴ(ﾈｳﾞｪﾉｴ)｣ｳﾞｧﾝﾇ伯/ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭのｹﾙﾄ人が建国(~851.3死去)
841年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾉﾙﾏﾝ人がｱｲﾙﾗﾝﾄﾞでﾀﾞﾌﾞﾘﾝを建設
841年1月15日-09:00|日本|  ||承和7年12月19日|藤原緒嗣ら｢日本後記｣を撰上
841年1月27日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･文聖王3年|新羅､張保皐(宝高)の乱起こる
841年1月27日-08:00|中国|  ||唐･會昌1年|<即位>回鶻可汗国亡命政権初代可汗｢烏介可汗｣(~846年)
841年2月4日-08:00|中国|  ||唐･會昌1年1月9日|唐の文宗が會昌(-846年12月)と改元
841年3月9日-09:00|日本|長野県|承和8年2月13日|信濃で地震｡一夜に14回揺れ､公私の墻屋(墻は垣根)倒壊
841年6月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢Gerard｣
841年6月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾅﾝﾄ伯｢Ricwin｣
841年6月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢William1世｣(~846年)
841年6月25日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||故ﾙｲ1世(敬虔王､ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ1世)の長男ﾛﾀｰﾙ1世が｢ﾌﾗﾝｸ王国｣中部に
  軍を派遣し､これに対抗した故ﾙｲ1世の3男｢東ﾌﾗﾝｸ王｣ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世と4男｢西ﾌﾗﾝｸ王｣ｼｬﾙﾙ(後のｼｬﾙﾙ2世禿頭王)の
  間で｢ﾌｫﾝﾄﾉﾜの戦い｣(現ﾍﾞﾙｷﾞｰ)が起こり､ﾛﾀｰﾙ1世が敗れる
841年7月3日-09:00|日本|  ||承和8年6月11日|<死去>正道王､皇族(生年821年)
841年7月22日-08:00|中国|  ||唐･會昌1年7月|彗星が羽林に出現
841年7月22日-09:00|日本|静岡県|承和8年7月1日|伊豆で地震｡里落完からず｡圧死者あり
841年7月27日-09:00|日本|京都府京都市|承和8年7月6日|左兵衛府駕輿丁西北角より失火､民家30余戸焼く
841年9月19日-09:00|日本|京都府京都市|承和8年9月1日|洪水の為､京中の民家及び橋梁が流失
841年12月17日-09:00|日本|  ||承和8年11月|彗星西方に見える
841年12月22日-08:00|中国|  ||唐･會昌1年11月6日|彗星が営室に出現
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842年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱｽﾄｩﾘｱｽ王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ2世純潔王｣
842年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ｱｸﾌﾘﾄﾞ｣(~843年)
842年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱｽﾄｩﾘｱｽ王｢ﾈﾎﾟｼｱｰﾉ｣王位を簒奪(~同年ﾗﾐｰﾛ1世と後継を争い､敗れる)⇒｢ﾗﾐｰﾛ1
  世｣(~8500201死去)
842年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ｶﾞｲ1世｣(~860年死去)
842年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<廃位>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ﾍﾞﾙﾅｰﾙ･ﾄﾞ･ｾﾌﾟﾃｨﾏﾆｰ｣
842年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾋﾟｸﾄ王｢Feradach mac Bargoit｣
842年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｪﾝﾄ王｢Ithel ap Hywel｣(~848年)
842年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢Bruide mac Feradaidh｣反乱側(~843年死去)
842年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢Cinaedh mac Ailpin(ｹﾈｽ1世征服王)｣(~08580213死去)ｽｺｯﾄ人･ﾋﾟｸﾄ
  人の連合王国(ｵｰﾙﾊﾞ王国)建国し(ｱﾙﾋﾟﾝ朝)西部のﾀﾞﾝｽﾀﾌﾆｯｼﾞからﾋﾟｸﾄ人の本拠ｽｸｰﾝに首都を移した
842年1月5日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第8代ｶﾘﾌ｢ﾑｳﾀｽｨﾑ｣
842年1月5日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第9代ｶﾘﾌ｢ﾜｰｽｨｸ｣(~08470810死去)
842年1月16日-09:00|日本/朝鮮/中国|  ||渤海･咸和11年12月|渤海使賀福延ら105人が1長門国に到着
842年1月20日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国(ｱﾓﾘｱ朝)皇帝｢ﾃｵﾌｨﾛｽ｣
842年1月20日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ｱﾓﾘｱ朝)｢ﾐｶｴﾙ3世ﾒｽｨｿｽ(飲んだくれ･酔っ払い･酩酊帝)｣ﾃｵ
  ﾌｨﾛｽの子(~08670923死去)母ﾃｵﾄﾞﾗと宦官のﾃｵｸﾃｨｽﾄｽに実権を握られる
842年2月2日-09:00|日本|  ||承和8年12月19日|藤原緒嗣ら､｢日本後紀｣撰上
842年2月14日-08:00|中国|  ||唐･會昌2年|<死去>吐蕃ﾂｪﾝﾎﾟ｢ﾗﾝ･ﾀﾞﾙﾏ(朗達瑪)｣暗殺される(吐蕃の分裂)
842年2月14日-08:00|中国|  ||唐･會昌2年|特勤ｵﾝ没斯､阿歴支､習勿啜の3部､大臣の愛邪勿弘順､尚書呂衡ら､振
  武軍に投降
842年2月14日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||｢東ﾌﾗﾝｸ王｣ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世と｢西ﾌﾗﾝｸ王｣ｼｬﾙﾙ(後のｼｬﾙﾙ2世禿頭王)､ﾛﾀｰﾙ1世に
  対抗して同盟を強化(ｽﾄﾗｽﾌﾞｰﾙの宣誓)
842年2月17日-08:00|中国|  ||唐･會昌2年1月4日|回鶻が横水柵を寇し､天徳･振武軍を攻略
842年4月15日-08:00|中国|  ||唐･會昌2年3月|回鶻が雲州･朔州を寇した
842年6月14日-08:00|中国|  ||唐･會昌2年5月2日|回鶻のｵﾂ沒斯が降った
842年6月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||｢東ﾌﾗﾝｸ王｣ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世､｢西ﾌﾗﾝｸ王｣ｼｬﾙﾙ(後のｼｬﾙﾙ2世禿頭王)､ﾛﾀｰﾙ1世の3
  人､ﾌﾗﾝｽ中央東部のﾏｺﾝ(ﾘﾖﾝの北)で和平を結ぶ
842年7月12日-08:00|中国|  ||唐･會昌2年6月|河東節度使の劉ﾍﾞﾝが回鶻と雲州で戦い､敗れた
842年8月10日-08:00|中国|  ||唐･會昌2年秋|幽州節度使･張仲武､弟の張仲至を派遣して那頡啜を破り､7千帳を
  接収/那頡啜は烏介可汗に捕まり､殺される
842年8月10日-08:00|中国|  ||唐･會昌2年7月|回鶻可汗が大同川を寇した
842年8月10日-08:00|中国|  ||唐･會昌2年7月|嵐州の民の田満川がそむき､処刑された
842年8月24日-09:00|日本|  ||承和9年7月15日|<死去>嵯峨上皇/57歳(誕生:延暦5(786)0907)52代天皇･嵯峨天
  皇
842年8月26日-09:00|日本|  ||承和9年7月17日|伴健岑･橘逸勢らを謀反のかどで逮捕(承和の変)
842年8月28日-09:00|日本|京都府京都市|承和9年7月19日|左京工町失火､民家20戸焼く
842年9月6日-09:00|日本|  ||承和9年7月28日|伴健岑を隠岐国に､橘逸勢を伊豆国に流罪
842年9月20日-09:00|日本|  ||承和9年8月13日|<死去>橘逸勢､伊豆国配流の途上の遠江国板築駅で/平安初期の
  貴族･書家/三筆の一人
842年10月8日-08:00|中国|  ||唐･會昌2年9月|屈戌､雲麾将軍･守右武衛将軍･幽州節度使･員外置同正員を拝し､
  契丹王･耶瀾可汗と称す
842年11月27日-09:00|日本|  ||承和9年10月22日|<死去>平城天皇皇子阿保親王(51/母:葛井藤子､在原行平･業
  平の父)
843年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ﾐﾝ･ｲﾝ･ﾋﾟｭｰ｣(~873年)
843年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Aggabodhi9世｣Dappula3世の息子(~846年)
843年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第68代ｱﾐｰﾙ:ｲｻ･ｲﾋﾞﾝ･ﾏﾝｽｰﾙ(~847)
843年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾅﾝﾄ伯･ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢Renaud｣
843年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾌﾟｱ公｢ﾗﾝﾄﾞ1世｣ﾗﾝﾀﾞﾙﾌ1世の息子(~861年死去)
843年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾅﾝﾄ伯｢Lambert2世｣(~846年)
843年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲｽﾗﾑによりﾒｯｼｰﾅ陥落
843年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢Bruide mac Feradaidh｣反乱側
843年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢Cinaedh mac Feradaigh｣反乱側(~844年死去)
843年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾋﾟｸﾂ王｢Ciniod2世｣⇒｢Bridei7世｣(~845年)
843年1月23日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｱﾝﾄﾞﾗはﾌﾗﾝｸ王によって封建領地としてｳﾙｹﾞﾙ伯ｼｸﾌﾘﾄﾞｩｽ(ｽﾆﾌﾘｯﾄﾞ)に譲
  渡
843年2月3日-08:00|中国|  ||唐･會昌3年|仏教への過度の傾注をめぐって吐蕃の王家が分裂
843年2月13日-08:00|中国|  ||唐･會昌3年1月11日|天徳軍行営副使の石雄が回鶻と殺胡山で戦い､これを破った
843年3月-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ帝国でﾐｶｴﾙ3世が聖画像崇拝禁止令を解除
843年3月5日-08:00|中国|  ||唐･會昌3年2月|河東節度使･劉湎､幽州の境界から80里の地点で幕営していた烏介
  可汗を襲撃､烏介可汗は黒車子室韋に逃げる
843年3月5日-08:00|中国|  ||唐･會昌3年2月1日|朔､日食があった
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843年6月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｳﾞｧｲｷﾝｸﾞ､ﾌﾗﾝｽ西部のﾅﾝﾄを占領
843年8月-01:00|ﾓﾅｺ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾓﾅｺはﾛﾀﾘﾝｷﾞｱの一部(~879年)
843年8月10日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝ条約締結:ﾌﾗﾝｸ王国がﾙｰﾄﾞｳﾞｨﾋ敬虔帝の3子
  に分割/ﾛﾀｰﾙ1世は皇帝の称号とｲﾀﾘｱを保持,新たに中ﾌﾗﾝｸ王国を建設(領域は低ﾛﾚｰﾇ､ｱｰﾍﾝを含むﾗｲﾝﾗﾝﾄ､ﾌﾞﾙｸﾞ
  ﾝﾃﾞｨｱ､ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽを含むｲﾀﾘｱから北海に及ぶ)/ｼｬﾙﾙ1世はﾋﾟﾋﾟﾝ1世の息子であるﾋﾟﾋﾟﾝ2世が対立しているｱｷﾃｰﾇ
  の地を確保し西ﾌﾗﾝｸ王国を建国/ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世はﾊﾞｲｴﾙﾝを確保し東ﾌﾗﾝｸ王国を建国
843年8月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>西ﾌﾗﾝｸ王｢ｼｬﾙﾙ2世禿頭王｣(~08771006死去)
843年8月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>中ﾌﾗﾝｸ王国国王｢ﾛﾀｰﾙ1世｣ﾙﾄﾞｳﾞｨｺ1世の長男(~08550929)
843年8月11日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>東ﾌﾗﾝｸ王｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世｣ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ敬虔帝の息子､ｶｰﾙ大帝の孫(~08760828死
  去)
843年10月27日-08:00|中国|  ||唐･會昌3年10月|この月､党項羌が塩州を寇した
843年11月9日-08:00|中国|  ||唐･會昌3年10月14日|晋絳行営節度使の石雄が劉ｼﾝと烏嶺で戦い､これを破った
843年11月25日-08:00|中国|  ||唐･會昌3年11月|安南軍が乱を起こし､その経略使の武渾を追放
843年11月25日-08:00|中国|  ||唐･會昌3年11月|党項羌がﾋﾝ･寧を寇した
844年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｶﾙｶｿﾝﾇ伯･ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯･ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯･ｵｰﾀﾝ伯｢ﾍﾞﾙﾅｰﾙ1世･ﾄﾞ･ｾﾌﾟﾃｨﾏﾆｰ｣
844年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾗｺﾞﾝ伯｢ｶﾞﾘﾝﾄﾞ･ｱｽﾅｰﾙ1世｣ｱｽﾅｰﾙ･ｶﾞﾘﾝﾄﾞ1世の息子(~867年)
844年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾀﾝ伯｢ｹﾞﾗﾝ(ﾜﾗﾝ)｣ｵｰｳﾞｪﾙﾆｭ伯､ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ公(~853年死去)
844年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾙｶｿﾝﾇ伯｢Argila｣Beraの息子(~845年)
844年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯(ﾙｴﾙｸﾞ家)｢ﾌﾚﾄﾞﾛﾝ｣(~852年死去)､｢ｷﾞﾖｰﾑ･ﾄﾞ･ｾﾌﾟﾃｨﾏﾆｰ｣ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯.ﾍﾞﾙﾅ
  ｰﾙ･ﾄﾞ･ｾﾌﾟﾃｨﾏﾆｰの子(~849年)
844年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯･ｺﾝﾌﾗﾝ伯･ﾙｼｮﾝ伯｢ｽﾆﾌﾚ1世｣ｶﾙｶｿﾝﾇ伯ﾍﾞﾛの子/ｳｿﾞｰﾅ伯､ﾊﾞｻﾞﾙｰ伯､ｼﾞﾛｰﾅ
  伯､ﾅﾙﾎﾞﾝﾇ伯､ｱｸﾞﾄﾞ伯､ﾍﾞｼﾞｴ伯､ﾛﾃﾞｰｳﾞ伯､ﾒﾙｸﾞｲﾕ伯､ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯､ｳﾙｼﾞｪｲ伯､及びﾆｰﾑ伯(~848年死去)
844年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<復位>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Sunyer1世｣(~848年)
844年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢Cinaedh mac Feradaigh｣反乱側
844年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Eanraed Eardwulfes sunu｣
844年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢Drest mac Feradaigh｣反乱側(~847年死去)
844年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Athelraed Eanraedes sunu(Athelred2世)｣(1期目~848年廃位)
844年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾄﾞﾘ2世ﾏｳﾙ大王(909年死去)がほとんどのｳｪｰﾙｽﾞ王国(ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ､ｻｳｽｳｪｰﾙｽﾞ､ﾀﾞﾍﾞｯﾄﾞ)を
  統一(⇒854年､ﾎﾟｲｽ⇒872年ｾﾚﾃﾞｨｷﾞｵﾝ)
844年1月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>元東ﾛｰﾏ帝国皇帝ﾐｶｴﾙ1世ﾗﾝｶﾞﾍﾞｰ
844年1月13日-09:00|日本|  ||承和10年12月20日|弾正台･左右京職の巡察の折の下馬の法を定める
844年1月15日-09:00|日本|  ||承和10年12月22日|文室宮田麻呂､謀叛
844年1月22日-09:00|日本|静岡県|承和10年12月29日|文室宮田麻呂､伊豆国に流罪
844年1月24日-08:00|中国|  ||唐･會昌4年|<即位>ﾎｰﾀﾝ王｢尉遅南塔｣(~858年)
844年1月25日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第101代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ4世｣
844年1月25日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第102代ﾛｰﾏ教皇｢ｾﾙｷﾞｳｽ2世｣(~08470127死去)
844年1月27日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>対立ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ8世｣(~08440131)
844年2月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢Bernard2世｣
844年2月22日-08:00|中国|  ||唐･會昌3年11月|朔､日食があった
844年5月20日-09:00|日本|京都府京都市南区|承和11年4月30日|滋野貞主､居宅を西寺に施入/慈恩寺と号す
844年6月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ2世｣ﾛﾀｰﾘｵ1世の長男(父ﾛﾀｰﾙ1世と共同統治~08550929､神
  聖ﾛｰﾏ皇帝･単独統治~08750812死去)
844年8月18日-08:00|中国|  ||唐･會昌4年閏7月|この月､ﾗｸ州刺史の王釗と磁州刺史の安玉が城をもって降った
844年9月11日-08:00|中国|  ||唐･會昌4年閏7月25日|昭義軍の将の裴問がｹｲ州刺史の崔ｶに城をもって降った
844年9月30日-08:00|中国|  ||唐･會昌4年8月15日|昭義軍の将の郭誼が劉ｼﾝを殺して降った
844年11月22日-09:00|日本|大阪府大阪市|承和11年10月9日|鴻臚館を摂津国府とする
844年12月16日-09:00|日本|  ||承和11年11月4日|王臣家人･百姓らが鴨川を汚す事を禁じる
845年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾄﾞﾗ朝国王｢Vakpati｣(~865年)
845年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗ朝国王｢ﾏﾍｰﾝﾄﾞﾗﾊﾟｰﾗ｣(~860年)
845年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾀｰﾋﾙ朝国王｢ﾀｰﾋﾙ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ(ﾀｰﾋﾙ2世)｣ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰの子(~862年死去)
845年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ｸﾛｱﾁｱ公｢ﾐｽﾗﾌ｣
845年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾙｶｿﾝﾇ伯｢Bera2世｣(~850年)
845年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ公｢ﾄﾙﾋﾟﾐｰﾙ1世｣(~864年死去)
845年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾎｰﾘｯｸ率いるﾃﾞｰﾝ人がﾊﾟﾘを却略しﾊﾝﾌﾞﾙｸを破壊
845年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢ﾒﾙｳﾞｨﾝ･ｳﾞﾘｯﾌ･ｱﾌﾟ･ｸﾞﾘｱﾄﾞ｣
845年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢ﾛﾄﾞﾘ･ﾏｳｱ･ｱﾌﾟ･ﾏｰﾌｨﾝ｣(~878年死去)
845年8月7日-08:00|中国|  ||唐･會昌5年7月|道教にかぶれた唐･武宗が廃仏令をだす(会昌の廃仏)寺院4600ヶ
  所余り､招提･蘭若40000ヶ所余りが廃止され､還俗させられた僧尼は260500人､没収寺田は数千万頃､寺の奴婢
  を民に編入した数が150000人
845年8月7日-08:00|中国|  ||唐･會昌5年7月1日|朔､日食があった
845年11月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ北西部ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭのﾌﾞﾙﾄﾝ人首長ﾉﾐﾉｴ､ｼｬﾙﾙ2世(ｶｰﾙ2世禿頭王)の軍を破る
846年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Sena1世｣Aggabodhi9世の弟(~866年)
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846年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗｳﾞｧ朝君主｢Nandivarman3世｣(~869年)
846年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢Bernard1世｣(~858年)
846年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾅﾝﾄ伯｢Amaury｣(~849年)
846年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾘｳｰﾘ辺境伯｢ｴﾍﾞﾙﾊﾙﾄﾞ｣(~863年)
846年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｱｸﾞﾗﾌﾟ朝ｲｽﾗﾑ軍がｲﾀﾘｱ半島に上陸開始
846年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｻﾗｾﾝ人(ｲｽﾗﾑ軍)がﾛｰﾏに侵攻
846年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾏｴﾙ･ｾｸﾗﾝ･ﾏｯｸ･ﾒｲﾙ･ﾙｱﾅｲﾄﾞ｣(~08621130没)
846年1月31日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･文聖王8年|張は清海鎮で反乱を起こし王は将軍の閻長を送り込んで
  張を暗殺させた
846年3月11日-09:00|日本|  ||承和13年2月11日|<任命>鎮守府将軍｢坂上当宗｣(~不詳)
846年4月22日-08:00|中国|  ||唐･會昌6年3月23日|<死去>唐第18代皇帝｢武宗李ﾃﾝ｣が大明宮で崩御(33)
846年4月22日-08:00|中国|  ||唐･會昌6年3月23日|<即位>唐第19代皇帝｢宣宗李忱｣(~大中13年8月10日(859年9
  月10日)死去)
846年7月27日-08:00|中国|  ||唐･會昌6年秋|<死去>回鶻可汗国亡命政権初代可汗｢烏介可汗｣回鶻相の美権者逸
  隠啜が諸回鶻に迫って金山(ｱﾙﾀｲ山脈)で殺した
846年7月27日-08:00|中国|  ||唐･會昌6年秋|<即位>回鶻可汗国亡命政権第2代可汗｢遏捻可汗｣(~848年)
846年8月-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<死去>大ﾓﾗｳﾞｨｱ公(ﾓｲﾐｰﾙ朝)｢ﾓｲﾐｰﾙ1世｣
846年8月-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>大ﾓﾗｳﾞｨｱ公(ﾓｲﾐｰﾙ朝)｢ﾛｽﾁｽﾗﾌ｣ﾓｲﾐｰﾙ1世の甥(~870年廃位され
  た上に盲目にされる)東ﾌﾗﾝｸ国王ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世に臣従する
846年9月-08:00|中国|  ||唐･會昌6年8月|白楽天(白居易)が洛陽郊外の自宅で死去/74歳(誕生:07720228)｡｢長
  恨歌｣などの名作を残した詩人
846年9月24日-08:00|中国|  ||唐･會昌6年9月|雲南蛮が安南を寇し､経略使の裴元裕がこれを破った
846年12月22日-08:00|中国|  ||唐･會昌6年12月1日|朔､日食があった
847年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾘｯﾁｬﾋﾞ朝国王｢Baladeva｣
847年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ﾁｬｰﾙｷﾔ朝君主｢Vishnuvardhana5世｣(~849年)
847年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾕﾌｨﾘｽ王｢Yu'fir bin Abd ar-Rahman｣(~872年)
847年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾄｽｶｰﾅ辺境伯｢ｱﾀﾞﾙﾍﾞﾙﾄ1世｣ﾙｯｶ伯ﾎﾞﾆﾌｧｰﾁｮ2世の子(~886年死去)
847年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Athelstan1世｣
847年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢Drest mac Feradaigh｣反乱側
847年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｰｽﾄｱﾝｸﾞﾘｱ王｢Athelweard｣(~854年死去)
847年1月1日-09:00|日本|奈良県奈良市|承和13年12月11日|西大寺講堂焼失
847年1月21日-09:00|日本|  ||承和14年|皇太后橘嘉智子･橘氏公らが学館院を創立
847年1月21日-09:00|日本|京都府京都市東山区|承和14年|桓武天皇皇子葛井親王が清水寺三重塔を建立
847年1月21日-08:00|中国|  ||唐･大中1年|唐､ｷﾙｷﾞｽの可汗を英武誠明可汗に冊立
847年1月27日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第102代ﾛｰﾏ教皇｢ｾﾙｷﾞｳｽ2世｣
847年2月6日-08:00|中国|  ||唐･大中1年1月17日|唐の宣宗が大中(-860年10月)と改元
847年3月2日-09:00|日本|  ||承和14年2月12日|<死去>時子内親王､平安時代の皇族､賀茂斎院(生年生年未詳)
847年4月10日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第103代ﾛｰﾏ教皇｢ﾚｵ4世｣(~08550717死去)
847年6月17日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･文聖王9年5月|良順と興宗が反乱
847年6月17日-08:00|中国|  ||唐･大中1年5月|張仲武が奚の北部落と戦い､これを破った/吐蕃･回鶻が河西を寇
  し､河東節度使の王宰がこれを討伐
847年8月10日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第9代ｶﾘﾌ｢ﾜｰｽｨｸ｣
847年8月10日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第10代ｶﾘﾌ｢ﾑﾀﾜｯｷﾙ｣(~08611210死去)
847年10月3日-09:00|日本|京都府京都市|承和14年8月21日|左京衛士町失火､民家30余戸焼く
847年12月7日-09:00|日本|  ||承和14年10月26日|<死去>有智子内親王､平安時代の皇族､漢詩人(生年807年)
848年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第69代ｱﾐｰﾙ:ﾊｰｻﾏ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙﾅﾀﾞｰ･ｱﾙｶﾞﾊﾞﾘｰ(~849)
848年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯･ｺﾝﾌﾗﾝ伯･ﾙｼｮﾝ伯｢ｽﾆﾌﾚ1世｣
848年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢William｣(~850年)
848年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｳﾙｼﾞｪｲ伯･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢Solomon｣(~870年死去)
848年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｺﾝﾌﾗﾝ伯｢Oliba2世｣(~860年)
848年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯･ﾙｼｮﾝ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ｣ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯(~850.2,反乱を起こして殺害された);｢ｱﾚﾗﾝ
  ｣ﾙｻﾘｮｰ伯､ｾﾌﾟﾃｨﾏﾆｱ辺境伯(~852年)
848年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｪﾝﾄ王｢Meurig ap Hywel｣(~849年)
848年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Raedwulf｣(~同年死去)⇒｢Athelraed Eanraedes sunu｣(2期目~853
  年)
848年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<廃位>ﾉｰｻﾞﾝﾌﾞﾘｱ王｢Athelraed Eanraedes sunu(Athelred2世)｣
848年2月9日-09:00|日本|山梨県甲府市|承和15年|慈覚大師が湯村温泉開湯
848年2月9日-08:00|中国|  ||唐･大中2年|<退位>回鶻可汗国亡命政権第2代可汗｢遏捻可汗｣西へ逃亡し回鶻可汗
  国は完全に滅亡
848年2月9日-08:00|中国|  ||唐･大中2年|吐蕃､河西に侵攻､沙陀･朱邪赤心､これを破る
848年3月18日-09:00|日本|千葉県|承和15年2月10日|上総国俘囚丸子廻毛､叛乱/上総･下総･相模諸国はこれを討
  つ
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848年6月5日-08:00|中国|  ||唐･大中2年5月1日|朔､日食があった
848年7月16日-09:00|日本|  ||嘉祥1年6月13日|承和から嘉祥に改元
848年7月31日-09:00|日本|京都府京都市|嘉祥1年6月28日|右衛門府南町失火､民家数10戸焼く
848年9月5日-09:00|日本|  ||嘉祥1年8月5日|<嘉祥元年畿内暴風雨>茨田堤が各所で決壊/そのほか淀川に架か
  る宇治橋と､その下流にある河陽橋が損壊し､淀川の水路だけでなく､京都と淀川河口の港を結ぶ陸路も寸断さ
  れ､都は復旧するまで孤立状態となった/人畜(特に馬)の被害も甚大だった
848年10月19日-09:00|日本|  ||嘉祥1年9月19日|長年大宝を鋳造
848年12月29日-09:00|日本/朝鮮/中国|  ||嘉祥1年12月|渤海使王文矩ら能登国に到着
849年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ﾁｬｰﾙｷﾔ朝君主｢ｳﾞｨｼﾞｬﾔｰﾃﾞｨﾃｨﾔ3世｣｢Vikramaditya1世｣｢Yuddhamalla1世｣(~892
  年)
849年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第70代ｱﾐｰﾙ:ﾊﾃｨﾑ･ｲﾋﾞﾝ･ﾊｰｻﾏ･ｲﾋﾞﾝ･ｱﾙﾅﾀﾞｰ(~849)→<就任>ｴｼﾞﾌ
  ﾟﾄ第71代ｱﾐｰﾙ:ｱﾘ･ｲﾋﾞﾝ･ﾔｰﾔ･ｱﾙｱﾙﾏｰﾆ(~850解任)
849年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰﾇ伯｢ﾛｺﾞﾝ2世｣(~865年死去)
849年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ｻﾞ･ｺｲ｣(~861年)
849年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ公｢ｼｬｸﾙﾌ｣再興(~08730801死去)
849年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<復位>ﾅﾝﾄ伯｢Lambert2世｣(~851年)
849年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｶﾝﾊﾟﾆｱの海洋諸都市がｲｽﾗﾑ軍の侵出を阻止
849年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾓﾛｯｺ国王(ｲﾄﾞﾘｰｽ朝)｢ｱﾘｰ･ｲﾌﾞﾝ･ｲﾄﾞﾘｰｽ｣
849年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｪﾝﾄ王｢Meurig ap Arthfael Hen｣(~874年)
849年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Artgal｣(~872年死去)
849年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾓﾛｯｺ国王(ｲﾄﾞﾘｰｽ朝)｢ﾔﾌﾔｰ･ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ(ﾔﾌﾔｰ1世)｣(~864年死去)
849年1月1日-09:00|日本|静岡県|嘉祥1年12月4日|和気斉之､仁明天皇に対する大不敬の罪で伊豆国に流罪
849年1月28日-09:00|日本|長野県長野市|嘉祥2年|学問なる僧が奥社の地で最初に修験を始め戸隠神社創建
849年3月12日-09:00|日本|  ||嘉祥2年2月14日|<死去>大宅内親王､平城天皇の妃(生年生年未詳)
849年5月26日-08:00|中国|  ||唐･大中3年5月|武寧軍が乱を起こし､その節度使の李廓を追放
849年9月20日-09:00|韓国/朝鮮|  ||新羅･文聖王11年9月|金式と大昕とが反乱を起こして誅殺された
849年10月20日-08:00|中国|  ||唐･大中3年10月|この月､吐蕃が維州をもって官吏に帰順
850年-08:00|中国|  |||<即位>天山ｳｲｸﾞﾙ王国可汗｢ｳﾙｸﾞ･ﾃﾝｸﾞﾘﾃﾞ･ｸﾄｩ･ﾎﾞﾙﾐｼｭ･ｱﾙﾌﾟ･ｷｭﾘｭｸﾞ･ﾋﾞﾙｹﾞ･懐建･ｶｶﾞﾝ｣(
  ~866年)
850年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｽﾏﾄﾗのｼｭﾘｰｳﾞｨｼﾞｬﾔがｼｬｲﾚﾝﾄﾞﾗを併合
850年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<死去>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ｼﾞｬﾔｰｳﾞｧﾙﾏﾝ2世(ﾁｪｲｳﾞｧﾙﾏﾝ2世｣
850年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ｼﾞｬﾔｰｳﾞｧﾙﾏﾝ3世(ﾁｪｲｳﾞｧﾙﾏﾝ3世)｣(~877年死去)
850年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｼﾞｬﾝﾑｰ国
850年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ﾎﾟﾝﾁ国
850年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｮｰﾗ朝国王｢ｳﾞｨｼﾞｬﾔｰﾗﾅ｣再興(~870年)
850年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｻﾏﾝ朝(ｼｬｯｼｭ)ｱﾐｰﾙ｢Ahmad ibn Asad｣(~864年死去)
850年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<就任>ｱｯﾊﾞｰｽ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ第72代ｱﾐｰﾙ:ｲｽﾊｰｸ･ｲﾋﾞﾝ･ﾔｰﾔ･ｲﾋﾞﾝ･ﾑｱｯﾄﾞ(~851)
850年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｶｽﾃｨｰﾘｬ伯｢ﾛﾄﾞﾘｺﾞ｣(~8731105死去)
850年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾙｶｿﾝﾇ伯｢Miro Eutil｣⇒｢Fredelo｣ﾄｩﾙｰｽ伯(~852年死去)
850年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ公｢ﾘｳﾄﾞﾙﾌ｣(~08660312死去)
850年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ｾﾙﾋﾞｱ王｢ﾑﾃｨﾐﾙ｣ｳﾞﾗｽﾃｨﾐﾙの長男(~891年)
850年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ大公｢ｱｰﾙﾓｼｭ｣(~895年死去)
850年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ皇帝｢ﾙｲｽ2世｣ﾛﾀｰﾙ1世の息子(ﾛﾀｰﾙ1世と共同統治~08550929単独統
  治→08720518戴冠~08750812死去)
850年-01:00|ﾁｬﾄﾞ|  |||ﾁｬﾄﾞ湖の北東部にｶﾈﾑ王国形成
850年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾃﾞｰﾝ人がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに定住開始
850年2月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ｾﾌﾟﾃｨﾏﾆｱ辺境伯ｷﾞﾖｰﾑ｣反乱を起こして殺害された
850年2月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ｲｾﾝﾊﾞﾙｰ｣ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯､ﾙｻﾘｮｰ伯およびｾﾌﾟﾃｨﾏﾆｱ辺境伯(~852年);ﾊﾞﾙｾ
  ﾛﾅ伯･ﾙｼｮﾝ伯｢ｱﾚﾗﾝ｣(~852年)
850年2月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾚｵﾝ国王(ﾍﾟﾚｽ家)･ｱｽﾄｩﾘｱｽ王｢ﾗﾐｰﾛ1世｣
850年2月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾚｵﾝ国王(ﾍﾟﾚｽ家)･ｱｽﾄｩﾘｱｽ王｢ｵﾙﾄﾞｰﾆｮ1世｣(~08660527死去)
850年2月16日-09:00|日本|岩手県西磐井郡平泉町|嘉祥3年|慈覚大師円仁,中尊寺創建<天台宗東北大本山>
850年5月4日-09:00|日本|  ||嘉祥3年3月19日|<譲位>54代仁明天皇
850年5月4日-09:00|日本|  ||嘉祥3年3月21日|<践祚>道康親王(皇太子)4月17日､55代文徳天皇として即位
850年5月6日-09:00|日本|  ||嘉祥3年3月21日|<死去>第54代仁明天皇(41､誕生:弘仁1(810))
850年5月16日-09:00|日本|  ||嘉祥3年4月2日|<死去>桓武天皇皇子葛井親王(51/母:坂上春子)
850年6月17日-09:00|日本|  ||嘉祥3年5月4日|<死去>嵯峨天皇太皇太后橘嘉智子(65/父:橘清友､仁明天皇･淳和
  天皇皇后正子内親王生母､号:檀林皇后)
850年7月7日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾀｰﾋﾙ朝(ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ政権)国王｢Ishaq ibn Ibrahim al-Mus'abi｣病死
850年7月7日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾀｰﾋﾙ朝(ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ政権)国王｢Muhammad ibn Ishaq ibn Ibrahim｣(~851.6死
  去)
850年9月10日-08:00|中国|  ||唐･大中4年8月|幽州盧龍軍が乱を起こし､その節度使の張直方を追放し､衙将の



0850迄(1117件)

  張允伸が留後を自称
850年11月23日-09:00|日本|  ||嘉祥3年10月16日|出羽地震､M7/圧死者多数/被害範囲は遠く羽黒山下､狩川下か
  ら西北方砂越村下方今の浜畑村辺までに及びその間すべて泥海と変じた/国府倒壊.城柵傾き崩れる
850年12月8日-08:00|中国|  ||唐･大中4年8月|党項羌がﾋﾝ州･寧州を寇した


